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　タペストリーとは, 染色したタテ糸とヨコ糸で, 絵を

描くように織り上げた, 綴れ織りのこと。本書は, 絵画・

写真資料を効果的に用いて歴史を織りなす紙面構成や, 

歴史の時間軸（タテの流れ）と空間軸（ヨコのつながり）

とを整理した配列構成・インデックス機能を, 綴れ織り

に見たて,「タペストリー」という名称をつけた。 
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東京大学 / 京都大学 入試問題 
～オスマン帝国の解体過程に関する論述を例に～ 1

レセップスの乗ったヨット

オーストリアへ

❹
1878　サンステファノ条約
・大ブルガリア公国の自治承認

⬇
1878　ベルリン条約
・セルビア・ルーマニア・モン
テネグロの独立
・ボスニア・ヘルツェゴヴィナ
の行政権をオーストリアが獲得
・ブルガリアの領土の縮小
・キプロス島の行政権をイギリ
スが獲得

❸1829
アドリアノープル（エディルネ）条約
・ギリシアの独立

1830　七月革命
直前のフランスが
進出

1869
スエズ運河開通

❶1699
カルロヴィッツ条約
・ハンガリーの大半を
オーストリアに割譲

1683
第2次ウィーン包囲失敗

❷1774　キュチュク＝カイナルジャ条約
・アゾフなど黒海北岸地方をロシア
　（エカチェリーナ2世）に割譲

1813 （イラン・ロシア間）
ゴレスターン条約
・カフカス地方の大半をロシアに割譲

1828 （イラン・ロシア間） 
トルコマンチャーイ条約
・アルメニアをロシアに割譲

1911～12
伊土戦争

1774 独立
1783 〔露〕併合1812 〔露〕併合

（1512～1920）
1873 〔露〕保護国

（1505～1920）
1868 〔露〕保護国

（1747～1880）
1880～1919 〔英〕保護国

(1710ごろ～1876）
1876 〔露〕併合フ

ラ
ン
ス
へ

クリミア戦争1853～56

英
仏
連
合
軍
の進路

1878〔英〕占領
1914〔英〕併合

1830〔仏〕

1912
1908

1878

1699

1878

1878

1699

1878〔墺〕行政権
1908〔墺〕

1699

（1736～96）

（1751～94）

1829

1899〔英〕保護領 1854〔英〕保護国

1839〔英〕占領

1881〔仏〕保護国

メルヴ
1830

1922 独立

（1913ギリシアへ）

1811 事実上の独立
1882 〔英〕軍事占領
1914 〔英〕保護国

（1796～1925）

→1877 インド帝国

ポーランドへ

1912〔伊〕

イ
タ
リ
ア
へ

1912〔伊〕

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）1744～1818，1823～89
1902～32，32年サウジアラビア王国に改称

アルジェリア
チュニジア

キレナイカ

パレスチナ

シリア
イラク

アルメニア

カフカス

クルディスタン

グルジア

アナトリア

ダゲスタン

ボスニア・ヘルツェゴヴィナ

ポドリア

ベッサラビア

トルコマンチャーイ

バグダード

バスラ

アデン

カイロアレクサンドリア

チュニス

アンカラ

イェルサレム

カルロヴィッツ

サンステファノ
イスタンブル

ゴレスターン

ウィーン
ブダペスト

メッカ

メディナ

セヴァストーポリ

アドリアノープル（エディルネ）

キュチュク＝カイナルジャ
パッサロヴィッツ

ペルシア湾

アラビア海

カ
ス
ピ
海

中
海

地

黒　海

紅

海

キプロス島クレタ島

インダス川
ナ
イ
ル
川

ヴォルガ
川

シ
ル
川ア

ム
川

トリポリタニア

トランシルヴァニア

アゼルバイジャン

スペイン

フランス

イタリア

オーストリア

セルビア
ルーマニア

ア
ル
バ
ニ
アギリシア

エジプト

イラン（ペルシア）

クリム=ハン国

ヒヴァ＝ハン国 コーカンド=ハン国

アフシャール朝

ザンド朝

カージャール朝

ワッハーブ王国（サウード朝）

クウェート

ブルガリア

ロシア

ブハラ＝ハン国

ムガル帝国

アフガニスタン

バルーチスタン

ハンガリー

モンテネグロ

1683年のオスマン帝国の境界

1699年（カルロヴィッツ条約）まで
1718年（パッサロヴィッツ条約）まで
1774年（キュチュク＝カイナルジャ条約）まで

1829年（アドリアノープル条約）まで
1914年まで
1920年まで
現在のトルコ
おもな条約締結地

オスマン帝国が失った領土
オスマン帝国の
領土の移動 黒数字はトルコの失地年

赤数字は独立年
赤字はイギリス，緑字はロシアの関与

1800年の
カージャール
朝の領域

0 1000km

蜂起を率いた
ニヤーズィ＝ベイ

タンジマート実施期～

オ
ス
マ
ン
帝
国
に
住
む
ト
ル
コ
人
ム
ス
リ
ム

（
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ド
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ト
＝
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ャ
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ど
）
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年
ト
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コ
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義

（
ア
フ
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ー
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ど
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，

パ
ン
＝
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

「宗教」「民族」にかかわりなく
帝国の人々は平等
（オスマン帝国の枠組みを維持）

アブデュル=ハミト2世＊
専制期～
「宗教」としてのイスラームを優先
（ムスリムでの団結をめざす）
＊アブデュル=ハミト2世はムスリ
ムの帝国への帰属意識に利用

青年トルコ革命期～

「民族」としてのトルコ人を優先
（「トルコ国民」意識の形成）

p.244
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ムハンマド＝アリーの近代化政策

1859～69  仏，スエズ運河建設

1875  英（ディズレーリ内閣）に
 スエズ運河会社株売却

エジプト，外債への依存高まる

イギリスの直接影響下へ
抵抗

財政難

オラービー革命

多額の資金が必要

列強 外債

英

英領
インド

ヒヴァ＝
ハン国

ブハラ＝
ハン国

コーカンド＝
ハン国

ロシア

東地中海政策

ユーラシア政策

南下政策

1878 バルカン半島
 領土大半失う

1882 英占領下に

1873 保護国化
1907 英露協商

1868 保護国化
1876 併合

西北部をロシア
南東部を英に二分（ 1880 保護国化

1919 独立

1867 トルキスタン省設置

トルコ

エジプト

アフガニスタンイラン
（ペルシア）

ロシアの進出
イギリスの進出

オスマン帝国の国旗もビザンティウムに由来する赤地に白の月と星をあしらっているが，現在のトルコ国旗（第一次世界大戦後に制定）とは月や星の形が少し異なっている。今日とのつながり

オスマン帝国の縮小２

青年トルコ革命４

⑨スエズ運河開通のようす　フランス人技師レセップスにより，1869
年に完成した運河は，戦略的に重要な地点となったが，財政状況が悪化
したエジプト政府は「国際スエズ運河会社」の約1万7000株を英政府に400
万ポンドで売却，以後スエズ運河のばくだいな収益は列強のものとなった。

⑧レセップス
（1805〜94）

⑦英・露の進出

⑪青年トルコ革命  「統一と進歩委員会」（青
年トルコ）がアブデュル＝ハミト2世の専制政
治に反発し，ミドハト憲法の復活をめざして
1908年蜂

ほう
起
き

し，政権を獲得した。革命後，ト
ルコ民族主義の傾向が強まった。

⑫オスマン帝国のナショナリズム

エジプト・イランの近代化と列強への抵抗３

拡大するオスマン帝国 p.133２　南下政策世界全図p.40〜45 p.205２
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　ムスリムによるイスラ
ーム世界の統一をめざす
思想や運動をいう。ムス
リムの団結を主張するア
フガーニーの弟子たちの
多くが，エジプトのオラ
ービー革命に参加。イラ
ンのタバコ＝ボイコット運
動の際には，アフガーニー
はウラマー（ p.128）たち
に手紙を送って闘争をう
ながした。

パン=イスラーム主義 p.290

⑭オラービー＝パシャ
（1841〜1911）  「エジプト
人のためのエジプト」を
訴え，立憲議会設立と外
国人支配からの解放を求
めた。

⑬アフガーニー
（1838〜97）  
　イスラーム世界の
復興のために，改革
とパン＝イスラーム主
義によるイスラーム
世界の統一を訴えた。

ひ とひ とひ と

　カージャール朝の第4代国王。1890年，彼は，イギ
リス政府にタバコの独占販売権を付与し，イラン国民
の反発を招いた。それまで
政治活動に関わらなかった
各地のウラマー（ p.128）が
タバコ＝ボイコット運動を
組織し，1896年の国王暗
殺事件，1905年のイラン
立憲革命へとつながる民族
運動の発端となった。

ナーセロッディーン＝シャー（位1848〜96）

⑩正装したシャー
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西
ア
ジ
ア

アメリカ

1810

1820

1830

1840

1850

1810

1820

1830

1840

1850

イギリス フランス・オランダ・ベルギー ドイツ 南　欧 ロシア・東欧 西アジア・アフリカ インド・東南アジア・太平洋 中　国 朝　鮮 日　本

（1810年～1850年）

アメリカ大統領の所属政党　（リ）…リパブリカン（民主共和派），（ホ）…ホイッグ党，（民）…民主党　　イギリス首相の所属政党　（保）…保守党，（自）…自由党

世界史年表（1810年～1850年）

七月王政
1830～1848

アメリカ合衆国
1776～

スペイン王国
1479～1931

サルデーニャ王国
1720～1861

ハノーヴァー朝
1714～1917

オーストリア帝国
1804～1867

ロマノフ朝
1613～1917

朝鮮（李氏）
1392～1910

江戸時代
1603～1867

清
1636～1912

オスマン帝国
1299～1922

カージャール朝
1796～1925

ムガル帝国
1526～1858

ブルボン朝
1814～30

第一帝政
1804～14

オランダ立憲王国
1815～

オランダ王国
1806～1810

1848　二月革命

1840～42　アヘン戦争

1830　七月革命 （ラ＝ファイエット活躍）

ホーエンツォレルン朝
1701～1871

ウ ィ ー ン （ 反 動 ） 体 制

第二共和政
1848～52

1810　イダルゴの独立運動（メキシコ）
1811　ベネズエラ・パラグアイ独立宣
言（シモン＝ボリバルら）

1812　米英（アメリカ‐イギリス）戦争（～14）
1814　ヘント（ガン）条約　マサチュー
セッツに最初の紡績工場設立

1816　サン＝マルティン，ラプラタ連
邦（アルゼンチン）の独立宣言
1817～25　モンロー（リ）
1818　チリ独立
サヴァンナ号，米英間大西洋初航海

1819　フロリダ買収，大コロンビア共
和国成立
○アーヴィング（1783～1859）
『スケッチブック』

1810　スコット（1771～1832）『湖上の美人』
1811　ラダイト（機械うちこわし）運動最高潮
1812　治安維持法制定
1813　オーウェン（1771～1858）
『新社会観』　○空想的社会主義

1815　穀物法制定　セイロン・マルタ島
・ケープ植民地獲得
1817　リカード（1772～1823）
『経済学及び課税の原理』

1819　ピータールー事件

1820～30　ジョージ４世
ロマン派詩人シェリー（1792～1822）
ロマン派詩人キーツ（1795～1821）

1822～27　カニング外相
（諸国の独立運動を支援）
○詩人バイロン（1788～1824）
1824　団結禁止法廃止
1825　ストックトン－ダーリントン間に
最初の鉄道開通
1826　中南米諸国の独立承認
1827　ブラウン（1773～1858）ブラウン
運動発見

1828　審査法廃止
1829　カトリック教徒解放法

1830　マンチェスター‒リヴァプール間
の鉄道開通

1830～37　ウィリアム４世（英）

1832　第１回選挙法改正

○ベンサム（1748～1832）功利主義哲学
「最大多数の最大幸福」

○トーリ党，保守党に改称

1833　英帝国内の奴隷制廃止
工場法制定（児童労働・週48時間制）
英，東インド会社の対中国貿易独占権
廃止（34実施）

○ホイッグ党，自由党に改称

1834　英・仏・西・葡の四国同盟　（西，
葡の憲政援助）　ファラデー（1791～
1867）ファラデーの法則発見

1837～1901　ヴィクトリア女王

1837　カーライル（1795～1881）『仏革命史』

C.1838　チャーティスト運動（～50年代）

1839　人民憲章，議会に提出　反穀物
法同盟結成（コブデン，ブライト）

○自由主義経済の進展（産業資本家）
1840　ロンドン四国条約（英・露・墺・普）
1841　ピール内閣（保）
1842　英，第１回関税改革（自由貿易政
策に踏み出す）
1843　オコンネルのアイルランド分離
運動

1845　アイルランドじゃがいも大飢饉（～49）
1846　穀物法廃止
1847　工場法（女性・少年の10時間労働）成立
1848　チャーティスト大示威運動　（運
動失敗する）　J. S. ミル（1806～73）『経
済学原理』

1849　航海法廃止　青年アイルランド蜂起

1841　少年保護法
1842　アルジェリアを直轄領に　コント（1798
～1857）『実証哲学講義』実証主義哲学

○バルザック（1799～1850）『人間喜劇』
1846　大不況，物価騰貴（～47）
1847～48　ギゾー内閣

1848　臨時政府，ルイ＝ブランら，国立作業
場開設，のち廃止　.4 四月普通選挙
.6 六月暴動（蜂起）（労働者の反乱）
.12 ルイ＝ナポレオン大統領となる（～52）

1830　ロンドン議定書（露土紛
争への仏干渉承認）
仏軍，アルジェリア出兵

　スタンダール（1783～1842）『赤と黒』　写実
主義
1830～48　ルイ＝フィリップ（オルレアン家）
1830　ベルギー独立宣言
1831　ベルギー王にレオポルド１世即位
○産業革命進展
1834　リヨン絹織物工の反乱鎮圧される
1836　ティエール内閣
1836, 40　ルイ＝ナポレオン反乱失敗（英に亡
命）

○フーリエ（1772～1837）空想的社会主義
○選挙法改正運動
○プルードン（1809～65）無政府主義

1839　蘭，ベルギー独立を承認（五列強によ
るベルギー永世中立の保証）

1821　ナポレオン，セントヘレナ島で死亡
1822　シャンポリオン（1790～1832）ロゼッタ
ストーンなどによりエジプト神聖文字解読
1823　仏軍，スペイン革命鎮圧のため出兵
1824～30　シャルル10世
○自由主義運動
○サン＝シモン（1760～1825）空想的社会主義
○ドラクロワ（1798～1863）ロマン主義絵画
「キオス島の虐殺」
1829　ポリニャック内閣

1814～24　ルイ18世　○反動政治期
1815.3　ナポレオン，パリ入城，百日天下　
.6 ワーテルローの戦い　.10 ナポレオン，セ
ントヘレナ島に追放
1818　アーヘン列国会議で四国同盟に加入（五国同盟）
1819　言論・出版の自由の弾圧始まる

1810　オランダ併合　ナポレオン，オースト
リア皇女マリ＝ルイーズと結婚

1812.6　ロシア遠征　.9 モスクワ占領（.10 退
却開始）

1810　フンボルト，ベルリン大学創立
（学長フィヒテ）　ハルデンベルクの
改革（普）
1813　ライン同盟解体
1814　シャルンホルスト，国民皆兵実施
1814.9　ウィーン会議（～15.6）

1815　ウィーン議定書　ドイツ連邦成
立（35君主国と4自由市）ブルシェンシ
ャフト（学生同盟）運動（～19）
スイス永世中立　神聖同盟（墺・普・
露中心）　四国同盟（英・墺・普・露）
1816　フランクフルト連邦議会
1817　ヴァルトブルクの祭典
（大学生の自由改革運動）
1819　カールスバート決議

1821　ナポリに出兵　メッテルニヒ，首
相兼外相となる（～48）

　

○ロマン派音楽

1822　シューベルト（1797～1828）
「未完成交響曲」

1823　ベートーヴェン（1770～1827）
「交響曲第９番」

1827　ハイネ（1797～1856）「歌の本」ロマ
ン主義　オームの法則

1830　ベルギー，独立達成　ドイツ騒
乱（自由主義運動）　ザクセン・ハノー
ファーの農奴解放

○ヘーゲル（1770～1831）ドイツ観念論

1831　ゲーテ『ファウスト』完成

1834　ドイツ関税同盟

○サヴィニー（1779～1861）歴史法学

1837　ハノーファー公国，英王室より
分離

1840～61　フリードリヒ＝ヴィルヘルム
４世（普）
1840　ロンドン四国条約（仏を出しぬい
て，英･露･墺･普のエジプト圧迫）
1841　リスト（1789～1846）
『経済学の国民的体系』歴史学派経済学
1842　マイヤー（1814～78）エネルギー
保存の法則
1847　ヘルムホルツ（1821～94）エネル
ギー保存の法則確立

1848　マルクス・エンゲルス『共産党宣
言』　三月革命（ウィーン・ベルリン）
ハンガリー民族運動，メッテルニヒ失
脚，フランクフルト国民議会開催（～
49大ドイツ主義・小ドイツ主義の対
立）　ボヘミア（ベーメン）民族運動
1848～1916　フランツ＝ヨーゼフ１世（墺）

1843　ナポリ・トス
カーナ地方で民
衆蜂起の企図

1848　イタリア諸邦
に自由主義的憲
法発布　イタリ
ア民族運動　サ
ルデーニャ，対
墺戦争（49敗北）

1849　マッツィーニ，
ローマ共和国建
設失敗
（ノヴァラの戦い
で仏・墺に敗北）

1849～61　ヴィット
ーリオ＝エマヌエ
ーレ２世
（サルデーニャ）

1831～49　カルロ＝
アルベルト
（サルデーニャ）

1831　マッツィー
ニ，「青年イタリ
ア」結成，イタリ
ア 騒 乱　（パ ル
マ・モデナ・教皇
領のカルボナリ
蜂起，墺による
弾圧）

1833　スペインのカル
リスタ戦争（～39）

1836　スペイン，
南米諸国の独立
承認

1820　スペイン立
憲革命（～23）

　ナポリにカルボ
ナリの革命（墺に
より鎮圧，～21）

1821　ピエモンテ
革命（サルデーニ
ャ王追放）

1823　仏軍，マドリ
ードを占領（スペ
イン革命失敗）

1829　ロッシーニ
（1792～1868）
「ウィリアム＝テル」

1811　アヴォガドロ
（1776～1856）気
体に関する仮説
発表

1814　ゴヤ（1746～
1828）「1808年 ５
月３日マドリー
ド市民の処刑」

1815　伊，ミラノ王
ミュラー，トレ
ンティノで墺に
敗北（墺の伊支配
強まる）

1816　両シチリア
王国成立

1810　大陸封鎖令を破棄
1812　ブカレスト和約
（露，ベッサラビア獲得）
ナポレオン，ロシアに
遠征　モスクワ炎上

1813　ゴレスターン条約
（露・イラン間）
1814　デンマーク，ノ
ルウェーをスウェー
デンに割譲

1815　ロシア皇帝，ポ
ーランド王を兼任

1818　ドン地方の農民反
乱（～20）
1819　ペテルブルク大学
創立

1821　露，アラスカ領有
宣言

1824　北米大陸における
米露国境画定

1825～55　ニコライ１世
1825　デカブリストの乱
1826　イラン‒ロシア戦
争（トルコマンチャー
イ条約で露，アルメ
ニア獲得，～28）
1828　ロシアとオスマン
帝国の戦い（第４次，～
29）

1830　ポーランド11月蜂起
（ワルシャワ革命，～31）

1832　ポーランド，自治権
失い露直轄地となる

○プ ー シ キ ン（1799～
1837）『大尉の娘』

1840　露，列強とともに
エジプトを圧迫（ロン
ドン四国条約）

1841　土地付農奴の売買
禁止，五国海峡協定
（英・仏・露・普・墺，
露の南下政策阻止）

1846　ポーランドの独立
運動

1847　ムラヴィヨフ，東
シベリア総督となる
1848　ボヘミア・ハンガ
リー民族運動失敗
○ショパン（1810～49）
（ポーランド）

1841　ムハンマド＝
アリー，シリア
放棄

1845　英，ナタール
を植民地化

1847　黒人共和国リ
ベリアの建設

1849　リヴィングス
トンのアフリカ探
検開始（～56）

○フランス人，サハ
ラ砂漠探検

1833　オスマン朝，
ムハンマド＝アリ
ー（エジプト）のシ
リア領有を認める

1835　ボーア人，ケ
ープ植民地より奥
地に移動開始

1820　ムハンマド＝
アリー，スーダン
を征服

1823　ワッハーブ王
国再建　第２次サ
ウード朝（～89）

1825　エジプト軍，
ギリシアを撃破

1829　アドリアノー
プル（エディルネ）
条約（ギリシア独
立承認）

1811　エジプト事実
上独立（ムハンマ
ド＝アリー）

1815　英のケープ領
有承認される（ケ
ープ植民地）

1818　ムハンマド＝
アリー，ワッハーブ
王国（第１次サウ
ード朝）を滅ぼす

1844　ギリシア，立
憲政となる

○バーブ教徒迫害
1848　バーブ教徒の
乱（～52）

1830　仏，アルジェ
リア占領

1837　イラン，ヘラ
ートを占領
1838　第１次アフガ
ン戦争（～42）
1839　英，アデン占領

1839～61　アブデュ
ル＝メジト１世（土）
1839　ギュルハネ勅
令発布タンジマー
ト（恩恵改革）開始

○国民主義運動
1821　ギリシア独立
戦争（～29）

1822　ギリシア独立
宣言
1826　イラン‒ロシア
戦争（～28）

1825　ミソロンギの
戦い（～26）
1826　イェニチェリ
廃止

1813　ゴレスターン
条約（カフカス地
方の大半をロシア
に割譲）

1817　セルビア公国
成立

1813　英，東イン
ド会社特許状更
新（対インド貿
易独占権廃止）

1814　グルカ（ネパ
ール）戦争（～16）

1815　英，セイロ
ン全島領有

1816　ビルマ軍，
アッサム侵入
（～26占領）

1817　第３次マラ
ータ戦争（～18）

1822　ビルマ軍，
ベンガル侵入

1823～28　ベンガ
ル総督アマース
ト

1828～33　ベンガ
ル総督ベンティ
ンク

1829　サティ（寡
婦の殉死）の禁
止

1831　英東インド会社，マイソー
ルを支配

1833　英，東インド会社の商業活
動停止

1833～35　初代インド総督ベンテ
ィンク

1837～58　バハードゥル＝シャー２
世（最後の皇帝）

1838　英，シク教徒と同盟を結ぶ
英，ニュージーランド会社を設
立

1840～93　ハワイ王国
1840　ニュージーランド，英領に

1842　仏，タヒチ領有　英，カー
ブル占領
1843　英，シンド地方を征服併合

1845　第１次シク戦争（～46）

1848　第２次シク戦争（～49）

1849　パンジャーブ併合

1841　和議破れ，英軍，厦門・寧波を占領，
平英団事件
1842　魏源（1794～1857）『海国図志』
南京条約（５港の開港，香港島割譲，
公行の廃止）

1843　五港通商章程（領事裁判権）　虎門
寨追加条約（最恵国待遇）　洪秀全，上
帝会を組織

1844　対米望厦条約，対仏黄埔条約
1845　カシュガルのムスリム反乱
1846　雲南でムスリムの乱
1847　スウェーデン・ノルウェーと通商
条約　新疆回部の乱

1830　回部の乱鎮定　アヘン禁止令を頻
発

○イギリス，三角貿易を行う

1831　アヘン輸入，重ねて厳禁
1832　湖南・広州のヤオ族の反乱　福建・
台湾の反乱（～33）
1833　英，東インド会社の対中国貿易独
占権廃止

1834　英使節ネーピア，広州到来　外国
船を駆逐し，アヘンの運搬販売を厳禁

1836　アヘン吸煙罪を定める

1839　林則徐を欽差大臣として広州派遣
林則徐，アヘン２万余箱没収，英船広
州入港禁止

1820～50　宣宗（道光帝）
1820　ムスリムのジャハーンギールの乱
（～28）
1821　英人モリソン，『漢英辞典』をあらわす

　
1822　火器の私蔵を禁じる
1823　民間のケシ栽培，アヘン製造を禁
じる

1827　満洲人の漢風俗同化を禁じる

1829　銅版画「平回得勝図」成る　外国商
人との内地通商禁止

1811　欧人のキリスト教布教と居住を厳禁

○趙翼（1727～1814）『二十二史箚記』

○アヘンの弊害問題化
1813　アヘン販売，吸煙に関する法令制
定　天理教徒の乱

○段玉裁（1735～1815）『説文解字注』

1815　アヘン輸入禁止　
1816　英使節，アマースト来る（三跪九
叩頭の礼を拒否）

1842　千歳暦を刊
行

1844　『東国文献
備考』刊行

1848　『三朝宝鑑』

1832　英船，貿易
を要求

1836　仏人宣教師，
漢城に潜入

1839　キリスト
教徒の大迫害

1811　洪景来の
乱

1815　疫病流行
キリスト教徒
の処刑

1816　英艦来航

1841　天保の改革
（水野忠邦）（～43）
1842　異国船打払令
を緩和（薪水給与令）

1844　オランダ国王，
開国勧告　

1845　英船，長崎来
航

1846　米船・デンマ
ーク船，来航

1849　英船，浦賀に
入港　沿岸警備強
化

1830　薩・長の近代
改革始まる

1833　天保大飢饉
（～36）

○諸外国の圧迫と対
外基本政策の動揺

1837　大塩平八郎の乱
米船モリソン号，
浦賀に入港

1837～53　徳川家慶

1838　徳川斉昭，将
軍に内外の危機を
説く

1839　蛮社の獄

1820　相模沿岸の警
備を命じる
1821　伊能忠敬
「大日本沿海輿地
全図」

1823　独人シーボル
ト，長崎にいたる

1825　異国船打払令

1827　頼山陽
『日本外史』
1828　シーボルト
事件

1811　露艦長ゴロー
ニンをとらえる

1812　露艦，高田屋
嘉兵衛をとらえる

1815　杉田玄白
『蘭学事始』

1816　英船，琉球に
来航し貿易要求
（幕府拒否）

1817　英船しばしば
浦賀に来る（～22）

○民主党成立
1820　ミズーリ協定
1821　メキシコ独立，ペルー独立
1822　ブラジル帝国独立
1823　中央アメリカ連邦成立（～39）
モンロー宣言（教書）
1825　ボリビア独立
1825～29　J. Q. アダムズ（リ）

1828　メキシコとの国境画定

1829～37　ジャクソン（民）
○ジャクソニアン＝デモクラシー

1830　先住民強制移住法　大コロンビ
ア解体　ベネズエラ・エクアドル独
立

1831　ヴァージニアでナット＝ターナ
ーの奴隷暴動起こる

1833　アメリカ奴隷制反対協会設立

○奴隷解放運動（南部，奴隷制度）

1835　ペルー・ボリビア国家連合成立

1836　テキサス共和国の独立承認

1837～41　ビューレン（民）

1837　モールス（1791～1872）有線電信
機発明

○1830年代　アメリカ産業革命始まる

1838　チェロキー族強制移住（涙の旅路，～39）

1839　中央アメリカ連邦解体，諸国分
立（グアテマラ，エルサルバドル，
ニカラグア，ホンジュラスなど）
ペルー・ボリビア国家連合解体

1841　W. ハリソン（ホ）
1841～45　タイラー（ホ）

○フロンティアの拡大，マニフェスト
＝ディスティニー

1842　ウェブスター＝アシュバートン
条約（英領カナダ・合衆国間の東部
国境画定）
1844　モールスの電信機実用化
1845　テキサス併合
1845～49　ポーク（民）
1846　アメリカ-メキシコ戦争（～48）
英とオレゴン協定締結，オレゴン併合
1848　グアダルーペ＝イダルゴ条約
（メキシコよりカリフォルニア獲得）
カリフォルニアに金鉱発見，ゴール
ドラッシュ

1849～50　テーラー（ホ）

1811　英のジャ
ワ支配（～16）

1814　英，ニュ
ージーランド
に植民

1816　オランダ，
ジャワ回復

1819　ラッフル
ズ，シンガポ
ール建設

1824　英蘭協定

1824　第１次イ
ギリス-ビル
マ戦争（～26）
英，マラッカ
獲得　

1825　ジャワ戦
争（～30）

1826　英領海峡
植民地成立

1828　蘭，ニュ
ーギニアに植
民開始

1830　ファン＝デ
ン＝ボス（蘭）総
督，ジャワに
政府栽培制度
実施

　ヨーロッパ解放戦争（.10  ナポレオン，ライプツィヒの戦いに敗れる）
1814　スティーヴンソン，蒸気機関車発明　.5　ナポレオン，エルバ島に追放
　.9　ウィーン会議（メッテルニヒ主宰，～1815.6）　タレーラン，正統主義を主張

蘭，ベルギー
合併

1830　ロンドン議定書（英仏など，ギリシア承認）

1831　第１次エジプト‒トルコ戦争（ムハン
　マド＝アリー，シリアに侵入，～33）

1832　エジプト軍，オスマン軍をコンヤに
　破りシリアを征服

1833　ウンキャル＝スケレッシ条約（露土間）

1839　第２次エジプト‒トルコ戦争（～40）

○西漸運動時代
　西部開拓

○エジプトの台頭と
　列強の東方政策 ○英の支配強化 ○アヘン問題の深刻化
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　内外の圧力で崩壊の危機に瀕していた，近代のオスマン帝国や成立初期のトルコ共和国では，どのような
人々を結集して統合を維持するかという問題が重要であった。歴代の指導者たちは，それぞれ異なる理念に
もとづいて特定の人々を糾合することで，国家の解体を食い止めようとした。オスマン帝国の大宰相ミドハ
ト = パシャ，皇帝アブデュルハミト２世，統一と進歩委員会（もしくは，統一と進歩団），そしてトルコ共
和国初代大統領ムスタファ = ケマルが，いかにして国家の統合を図ったかを，時系列に沿って300字以内で
説明せよ。

2018年京都大学入試問題　第１問　改類 題

　この問題で押さえるべきポイントとしては、タンジマート実施期は宗教や民族に関係なく帝国の人々は平
等なオスマン人であること、アブデュル = ハミト２世専制期はムスリムの団結を目指したこと、青年トルコ
革命期は民族としてのトルコ人の団結を優先したことを記述することが挙げられます。
　『タペストリー』p.223⑫「オスマン帝国のナショナリズム」（①）では、タンジマート実施期、アブデュ
ル = ハミト2世専制期、青年トルコ革命期と3つの期で、それぞれ「オスマン主義」「パン = イスラーム主義」

「トルコ民族主義」とまとめられているため、理解しやすく、論述の枠組みを作ることができます。
　また、この問題の指定語句のうち、「ロンドン会議（1830）」は非常に難解となっています。通常生徒は
ギリシア独立をアドリアノープル条約で覚えていることが多いですが、『タペストリー』ではp.337の年表中

（②）に1830年のロンドン会議で採択された「ロンドン議定書」（ギリシア承認）についての記載もあります。

論述のポイント

東京大学 /京都大学 入試問題 

▼〜オスマン帝国の解体過程に関する論述を例に〜

　1989年（平成元年）の冷戦終結宣言からおよそ30年が経過した。冷戦の終結は，それまでの東西対立による
政治的・軍事的緊張の緩和をもたらし，世界はより平和で安全になるかに思われたが，実際にはこの間，地球
上の各地で様々な政治的混乱や対立，紛争，内戦が生じた。とりわけ，かつてのオスマン帝国の支配領域はい
くつかの大きな紛争を経験し今日に至るが，それらの歴史的起源は，多くの場合，オスマン帝国がヨーロッパ
列強の影響を受けて動揺した時代にまでさかのぼることができる。
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ロンドン会議（1830）　サウード家　フサイン = マクマホン協定

▼【2019年東京大学入試問題　第１問】改

▲『タペストリー二十四訂版』p.223（十二訂版より現在の表現で掲載）

▲『タペストリー二十四訂版』p.337（発刊時より掲載）

①

②



4 5

東京大学 / 京都大学 入試問題
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ウラマー　イスラーム諸
学をマドラサ（学問施設）で
学び，その知識をおさめた

学者をウラマーとよぶ。彼らは学院
の教授，裁判官（カーディー）などで
生計を立てた。シーア派では近代化
以降も社会的影響力をもつ。

アラビアン＝ナイトの世界のネットワークヒストリー
シアター

①「船乗りシンドバッドの冒険」  8〜9世紀にかけてつくられた『千夜一
夜物語（アラビアン＝ナイト）』は，女性不信のカリフに対し，大臣の娘シェ
ヘラザードが1001夜にわたりいろいろな物語を聞かせるという設定で書
かれている。この物語にはインドやイランに起源をもつ説話もあり，舞台
はペルシア湾からインド洋，東シナ海にまで及ぶ。
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③イスラーム文化はどこから来たか ギリシア・イラ
ン・インドなどの文化を源流とし，形成・融合された。固
有の学問と外来の学問に分けられる。図は外来の学問形成
の流れを表したもの。

　　『千夜一夜物語』に収録された説話の起源や舞台が
インドや東シナ海にまで及ぶことは何を示しているの
だろうか。図②を参考に考えよう。
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ギリシアのユークリッド幾何学・インドの代数学を吸収・発展
→アラビア数字・ゼロの記号を完成。代数学・三角法，12世紀以降ヨー
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錬金術から発達 昇華作用の発見 蒸留・ろ過の方法を発明
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◆ヨーロッパに影響を与えた科学以外の文化
火薬・磁針（羅針盤）・紙・印刷術…以上は中国起源
築城法・石弓の使用・伝書鳩の利用・じゅうたんやカーテンの装飾・軍楽隊の打楽器・
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⑤修行に励む神秘主義者スーフィー
　スーフィーの本来の意味は「羊毛の粗
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を着た者」で，神の実在を感
かん

得
とく

するた
めに修行場で，恍

こう
惚
こつ

状態になるまで祈
った。12世紀にはカーディリー教団，
13世紀にはメヴレヴィー教団が成立。
民衆の利益や救済を神に取りなす存在
として大衆から信仰され，インドや東南
アジアへの布教につながった。〈サクラー
ナ博物館蔵〉

スーフィーたち

A 神　学
固有の学問１

B 法　学

④アラビア語を起源とする英単語

�⑥マドラサで法学を説くウラマー

　法学は共同体の生活上での問題
を解決するために生まれた。法は
「シャリーア」とよばれ，この根拠
となるのは『クルアーン（コーラ
ン）』であるが，これを補

ほ

完
かん

するも
のにハディース（伝

でん

承
しょう

）とイジュマ
ー（合意）とキヤース（類

るい

推
すい

）がある。

　神の属
ぞく

性
せい

と人間の行為とのかかわ
りを理論的に追究しようとする神学
（カラーム）では，例えば信仰と罪の
問題，自由意志と定

てい

命
めい

の問題，聖典
解釈の問題などが取り扱われた。8
世紀中ごろに本格的に始まった。

⑧イブン＝ハルド
ゥーン（1332〜1406）
　チュニス生まれ。
裁判官として諸王朝
に仕え，マムルーク
朝とティムールの会
談にも立ち会った。

C 歴史学
　イスラーム世界では歴史学
が９世紀に発展し，タバリー
などによる年代記が著された。
イブン＝ハルドゥーンは，さら
にこれを発展させ，都市と遊
牧民との関係を中心に歴史発
展の法則を探ろうとした。

②インド洋を航海するダ
ウ船� �モンスーンを利用して
行き来したダウ船によって，
海域の結びつきは強くなって
いった。 p.86

〈パリ国立図書館蔵〉
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⑰スーク・バザール（市場）
の風景　市場やモスク・キャ
ラバンサライ（隊商宿）・病院
などの公共施設は，ワクフに
よって建設・維持された。図
のような市場では，大商人だ
けでなく，裕福でない商人も
店を出すことができた。

テーマ アストロラーベ p.153

正午の
　太陽

水平線

高度角

⑪緯度を
知る方法

⑫アストロラーベ

　天体の高度をはかるた
めに使われた観測器具で，
羅
ら

針
しん

盤
ばん
（ p.109,154）の普

及とともに長距離の航海
を可能とした。ヨーロッパ
では13世紀ごろから使わ
れるようになった。

　船上で北
極星と太陽
の高度を測
定すること
で緯度を知
ることがで
きる。

⑭イブン＝シーナー（アヴィケンナ） イブン＝シーナーの『医学典範』などは，ラテン語
に翻訳され，最先端科学としてヨーロッパに輸入された。

A 数　学

C 地理学

B 天文学

E 化　学 p.153D 医　学

ローマ 字

インド文字

アラビア文字

算用数字

I
1
V
5
X
10
L
50

C
100

D（   ）
500

M（     ）
1000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

X（         ）
10000 

V（     ）
5000

⑨数字の表記 8世紀にインドからゼロの概
がい
念
ねん
（ p.81）

を含むインド文字や計算法が伝えられ，9世紀のアッバ
ース朝でギリシア語で書かれたエウクレイデス（ユーク
リッド）の数学などがアラビア語に翻

ほん
訳
やく

され，数学が発
達した。とくに代数学，幾何学などの分野の研究が進
み，これらは12世紀西欧でラテン語に翻訳され，その
後の西欧の数学の発達に多大な影響を与えた。

外来の学問２
アストロラーベ

四分儀

地球儀

⑩天文学の研究 アッバース朝の時代には，インドの
天文学書が翻訳され天文学が発達した。バッターニーな
どの学者が行う観測により，天文表などが作成された。
図は16世紀のイスタンブルの天文台のようすで，さま
ざまな天文器具が描かれている。〈トプカプ宮殿美術館蔵〉

⑬イドリーシーの地図 ギリシ
アのプトレマイオスの知識を受け
継ぎ，それにムスリム商人の知識
が加えられている。この世界地図
は，シチリア（ p.145）で作成され
た。当時シチリアは，イスラーム
とヨーロッパの文化の交流地であ
った（ p.153）。地図の方位は南
が上になっている。 巻末折込

インド

アラビア
中
国

シチリア

イタリア
スペイン

⑮帝
てい

王
おう

切
せっ

開
かい

に
よる出産のよう
す　イスラームで
は早くから外科の
技術が発達し，図
のような手術が可
能であった。〈エジ
ンバラ大学図書館蔵〉

⑯調剤の光景 図は13
世紀の薬屋のようす。ス
ーフィーたちは，「霊

れい
魂
こん

の
調和による物質の変化」と
いう観点から錬

れん
金
きん
術を独

自に研究した。その研究
で発展した蒸

じょう
留
りゅう

法は，新
しい物質の精

せい
製
せい

や蒸留酒
の製造に受け継がれた。
〈メトロポリタン博物館蔵〉

イスラームの社会と生活３

ワクフ　商業施設や浴場など
を建て，その所有権を放棄しア
ッラーに寄進，そこからの収益

を公共の施設の維持費にあてる制度。『ク
ルアーン（コーラン）』の教えでは けち 
が最大の恥とされるので，金持ちはさか
んにワクフを行った。

テーマ ムスリム商人のネットワーク テーマ イスラームの女性
　８世紀，イスラーム世界が確立すると，東西をバグダードで結びつけ
る陸のルートを通って隊商（キャラバン）貿易が行われた。また，海のル
ートでは，ダウ船と呼ばれる帆船によってインド洋中心のムスリムの海
洋ネットワークが形成された。10世紀には，紅海を通るルートが開発
され，カイロがイスラーム＝ネットワークの中心となっ
た。ムスリムによる商業活動は，①イスラーム法にも
とづく相互の信頼関係②共通言語（アラビア語）の使用
③イスラームの発達した金融・信用取引④共同出資に
よる協業組織などにより促進された。

　イスラームでは「結婚は信
仰の半ばを成

じょう

就
じゅ

する」ものと
して奨

しょう

励
れい

されている。男性は
複数の女性（4人まで）を妻と
することが許されている＊。夫
が離婚を希望するときは，カ
ーディー（裁判官）に妻の不貞
を繰り返し4回訴え，5回目には
これを宣誓する必要があった。

⑱世界共通貨幣としてつくられたディナール金貨（ウマイヤ朝）

⑲カーディ
ーに離婚の訴
えをする夫

カーディー
夫妻友人たち M

A
P
F
〜
K

2
部
2
章

両替商 香料商 パン屋肉屋

＊�当時は，夫を戦災で失った寡
か
婦
ふ
を経済的に救済する意図があったとされる。現在，トルコや

チュニジアでは一夫多妻制は禁じられている。

p.22,24,86
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ウラマー　イスラーム諸
学をマドラサ（学問施設）で
学び，その知識をおさめた

学者をウラマーとよぶ。彼らは学院
の教授，裁判官（カーディー）などで
生計を立てた。シーア派では近代化
以降も社会的影響力をもつ。

アラビアン＝ナイトの世界のネットワークヒストリー
シアター

①「船乗りシンドバッドの冒険」  8〜9世紀にかけてつくられた『千夜一
夜物語（アラビアン＝ナイト）』は，女性不信のカリフに対し，大臣の娘シェ
ヘラザードが1001夜にわたりいろいろな物語を聞かせるという設定で書
かれている。この物語にはインドやイランに起源をもつ説話もあり，舞台
はペルシア湾からインド洋，東シナ海にまで及ぶ。

ギリシア語

シリア語

〈ギリシア文化〉

ペルシア語
〈イラン文明〉

サンスクリット
〈インド文明〉

（ゼロの概念）

　
　
　
バ
イ
ト
＝
ア
ル
＝
ヒ
ク
マ

　
　
知
恵
の
館（
バ
グ
ダ
ー
ド
）

　
　
　
ア
ラ
ビ
ア
＝
ル
ネ
サ
ン
ス

ア
ッ
バ
ー
ス
朝（
9
世
紀
）

哲 学

天文学

医 学

錬金術

地理学

光学，機械学
音楽，博物学

数 学

文 学

美 術

ア
ラ
ビ
ア
語

ヨーロッパ＝
ルネサンス

スペイン＝　　
イスラーム文化

トルコ＝　　
イスラーム文化

イラン＝　　　
イスラーム文化

インド＝　　　
イスラーム文化

ササン朝文化

（    　　）ギリシア
・インド
の学問

外来の学問p.68

p.81
p.135

③イスラーム文化はどこから来たか ギリシア・イラ
ン・インドなどの文化を源流とし，形成・融合された。固
有の学問と外来の学問に分けられる。図は外来の学問形成
の流れを表したもの。

　　『千夜一夜物語』に収録された説話の起源や舞台が
インドや東シナ海にまで及ぶことは何を示しているの
だろうか。図②を参考に考えよう。

よ み

と き

　
ア
ラ
ビ
ア

　
　
固
有
の
学
問

　
外

　
来

　
の

　
学

　
問

そ
の
他

｝『クルアーン（コーラン）』の注釈，ムハンマドの言行に関する伝承（ハディース）
　を基礎として，両者合体して発達　ガザーリー（1058～1111，セルジューク朝）
ムハンマドの伝記研究から発達
ラシード＝ウッディーン（1247ごろ～1318，イル＝ハン国の宰相）『集史』
イブン＝ハルドゥーン（1332～1406，マムルーク朝）『世界史序説』
タバリー（839～923，アッバース朝）『諸預言者と諸王の歴史』
文法学・修辞学・詩学などクルアーンを正確に読むための研究
ギリシア哲学（アリストテレス注釈学）中心（「知恵の館」でアラビア語に翻訳）
イブン＝ルシュド（アヴェロエス，ムワッヒド朝）（1126～98）　ガザーリー
ギリシアのユークリッド幾何学・インドの代数学を吸収・発展
→アラビア数字・ゼロの記号を完成。代数学・三角法，12世紀以降ヨー
　ロッパへ　フワーリズミー（780ごろ～850ごろ，アッバース朝）
占星術から発達。ムスリム商人の活躍で航海術・暦学も発達
バグダード・ダマスクス・サマルカンドに天文台設置
イドリーシー（1100～65ごろ，シチリアで活躍）
イブン＝バットゥータ（1304～77，モロッコ出身）『三大陸周遊記』
イブン＝シーナー（アヴィケンナ）（980～1037，サーマーン朝）
『医学典範』ギリシア・アラビア医学の集大成
錬金術から発達 昇華作用の発見 蒸留・ろ過の方法を発明

論理学・音楽・機械学・光学・博物学など
『千夜一夜物語（アラビアン＝ナイト）』
フィルドゥシー（940ごろ～1025，ガズナ朝）『シャー＝ナーメ』宮廷文学・詩発達
オマル＝ハイヤーム（1048～1131，セルジューク朝）『ルバイヤート』
モスク建築（ドームとミナレット）　アラベスク　細密画（ミニアチュール）
アズハル学院（カイロ，ファーティマ朝）　ニザーミーヤ学院（セルジューク朝）

せん せい

てん ぱん

れん きん しょう  か

◆ヨーロッパに影響を与えた科学以外の文化
火薬・磁針（羅針盤）・紙・印刷術…以上は中国起源
築城法・石弓の使用・伝書鳩の利用・じゅうたんやカーテンの装飾・軍楽隊の打楽器・
甲冑や紋章・戦勝祝賀のイルミネーション・砂糖・コーヒー飲用など

ら  しん ばん

かっ ちゅう

　神学
　法学

　
歴史学

その他
哲学

　数学

　
天文学
　
地理学
　医学

　化学

その他
文学

美術
研究機関

p.32

p.160

p.111

別冊史料20

A
B

C

A

B

C

D

E

２

１

⑤修行に励む神秘主義者スーフィー
　スーフィーの本来の意味は「羊毛の粗

そ

衣
い

を着た者」で，神の実在を感
かん

得
とく

するた
めに修行場で，恍

こう
惚
こつ

状態になるまで祈
った。12世紀にはカーディリー教団，
13世紀にはメヴレヴィー教団が成立。
民衆の利益や救済を神に取りなす存在
として大衆から信仰され，インドや東南
アジアへの布教につながった。〈サクラー
ナ博物館蔵〉

スーフィーたち

A 神　学
固有の学問１

B 法　学

④アラビア語を起源とする英単語

�⑥マドラサで法学を説くウラマー

　法学は共同体の生活上での問題
を解決するために生まれた。法は
「シャリーア」とよばれ，この根拠
となるのは『クルアーン（コーラ
ン）』であるが，これを補

ほ

完
かん

するも
のにハディース（伝

でん

承
しょう

）とイジュマ
ー（合意）とキヤース（類

るい

推
すい

）がある。

　神の属
ぞく

性
せい

と人間の行為とのかかわ
りを理論的に追究しようとする神学
（カラーム）では，例えば信仰と罪の
問題，自由意志と定

てい

命
めい

の問題，聖典
解釈の問題などが取り扱われた。8
世紀中ごろに本格的に始まった。

⑧イブン＝ハルド
ゥーン（1332〜1406）
　チュニス生まれ。
裁判官として諸王朝
に仕え，マムルーク
朝とティムールの会
談にも立ち会った。

C 歴史学
　イスラーム世界では歴史学
が９世紀に発展し，タバリー
などによる年代記が著された。
イブン＝ハルドゥーンは，さら
にこれを発展させ，都市と遊
牧民との関係を中心に歴史発
展の法則を探ろうとした。

②インド洋を航海するダ
ウ船� �モンスーンを利用して
行き来したダウ船によって，
海域の結びつきは強くなって
いった。 p.86

〈パリ国立図書館蔵〉

⑦イスラーム文化

  英単語 意味 
alcohol アルコール（粉末）
algebra 代数（統合）
alchemy 錬金術（変質）
alkali アルカリ
 （ソーダの原料）
sugar 砂糖
candy 飴（きび砂糖）
safari サファリ（旅）
cotton 木綿（カタン糸）
syrup シロップ（飲み物）
magazine 雑誌（倉庫・店）
coffee コーヒー（果実酒）

れんきん

あめ

（　）内はアラビア
語の意味

アルジェブ ラ

ア ル ケ ミ ー

シ ュ ガ ー

キャンディー

コ ッ ト ン

マ ガ ジ ン

M
A
P
F
〜
K

2
部
2
章

マドラサ

ムスリムの女生徒

クルアーン

ウラマー

〈大英博物館蔵〉

128

西
ア
ジ
ア

〜ネットワークから生まれた融合文化イスラーム文化

2 東京大学 /京都大学 入試問題

▼〜イスラーム文化に関する論述を例に〜

　歴史上，異なる文化間の接触や交流は，ときに軋轢を伴うこともあったが，文化や生活様式の多様化や変容
に大きく貢献してきた。たとえば，７世紀以降にアラブ・イスラーム文化圏が拡大するなかでも，新たな支配
領域や周辺の他地域から異なる文化が受け入れられ，発展していった。そして，そこで育まれたものは，さら
に他地域へ影響を及ぼしていった。
　13世紀までにアラブ・イスラーム文化圏をめぐって生じたそれらの動きを，17行以内で論じなさい。その
際に，次の８つの語句を必ず一度は用い，その語句に下線を付しなさい。［１行30字］

インド　アッバース朝　イブン = シーナー　アリストテレス　医学　代数学　トレド　シチリア島

▼【2011年東京大学入試問題　第１問】改

　９世紀以降，バグダードやコルドバを中心に急速に発達したイスラム文化は，その後も発展を重ね，世界
の文化の進展に様々な影響を及ぼした。
　このイスラム文化について，次の４点に注意しつつ，300字以内で述べよ。解答は所定の解答欄に記入せ
よ。句読点も字数に含めよ。
　1　発達・発展の過程。どのような過程を経て発達・発展したか。
　2　内容と特徴。どのような分野が優れ，どのような特徴を持っていたか。
　3　担い手。どのような人々を中心に発達したか。
　4　他文化への伝播・影響。何をどこに伝え，どのような影響を及ぼしたのか。

2001年京都大学入試問題　第１問　改類 題

　東京大学の入試問題は、問題文のすべてが重要なヒントになっています。この問題では、各地の文化が
「受け入れられ」、「発展し」、「他地域へ」影響を及ぼしたとあります。よって、地域ごとに、「〇〇文化が流
入した」、「△△文化が影響を与えた」という記述ではなく、具体的な文化の名称をあげ、それが「どのよう
に」発展し、「どの地域へ」影響を及ぼしたかを記述するほうが、問題文に即しているといえます。
　この問題で押さえるべき点としては、

⿠全般：アッバース朝時代、知恵の館で諸文献をアラビア語に翻訳
⿠医学・数学：ギリシア・インドから継承、アラビア数字・ゼロの概念・フワーリズミーによる発展、イブン =

シーナーの医学典範がヨーロッパの大学で使用される
⿠製紙法・羅針盤：中国からイスラーム文化圏へ継承→ヨーロッパへ
⿠哲学：ギリシアから継承、スンナ派神学の体系化→ヨーロッパ（トレドやシチリア島のパレルモ）に伝わり12世

紀ルネサンス、アリストテレス哲学によりスコラ哲学が発展
⿠天文学：オリエントから継承→中国で授時暦へ

ということが挙げられます。
　『タペストリー』p.128③「イスラーム文化はどこから来たか」（①）では、そうした動きが、構造図で示され
ているため、p.128⑦「イスラーム文化」（②）の表組みと合わせて確認することで、論述の枠組みを作ること
ができます。また、アッバース朝の直前にササン朝があるため、世界的な帝国であったササン朝で各地の文化
が一度受容され、それをアラブ・イスラーム文化圏が継承したという、大きな流れも把握することができます。

論述のポイント

▲『タペストリー二十四訂版』p.128-129（発刊時より現在の表現で掲載）

① ②
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京都大学 入試問題
〜1960年代の世界の多極化に関する論述を例に〜 3

その時
経済は$ 顕在化する南北問題と南南問題

国名 年次

1960年

2019年

1960年

2019年

1960年

2019年

貿易相手国の赤字は旧宗主国

〈国連貿易統計，ほか〉

輸出品目
（第1位）
カカオ

（63.3％）
金

（37.0％）
カカオ

（21.7％）
原油

（76.5％）
りん鉱石
（23.4％）
機械

（19.7％）

ガーナ

ナイジェリア

モロッコ

貿易相手国
（第1位）
イギリス
（31.3％）
中国

（16.7％）
イギリス
（47.6％）
インド

（15.4％）
フランス
（40.3％）
スペイン
（24.1％）

周恩来（中国） ネルー（インド）

周恩来

確認
①�旧植民地が独立して，経済的に
どのような問題が噴出したか？
②�途上国の中でも，経済格差が
生まれたことを何というか？

⑥アフリカの輸出の現状

第三勢力の共通点…第二次世界大戦後に植民地支配から独
立し，東西陣営から距離を置いた国々
　再植民地化や脱植民地化に合わせて起こる戦争への抵抗

経済援助・安全保障・イデオロギーによって米ソいずれか
の影響を多大にこうむる可能性
　独立維持の主張

第三勢力結束の背景
反帝国主義・反植民地主義の主張

冷戦構造は形を変えた帝国主義だという認識

「平和五原則」（1954）
⑴領土・主権の尊重　　⑶内政不干渉　　⑸平和共存
⑵相互不可侵　　　　　⑷平等互恵

赤道

南回帰線

北回帰線

アメリカ合衆国
55250

日本
42000

オーストラリア
64680

韓国
27090

スウェーデン
61600

スペイン＊
29940

サウジアラビア
＊25140

＊２０１３年

ブラジル
11530

中国　7380

ロシア　13210

南アフリカ 6800

インドネシア
3630

フィリピン
3470

インド
1570

ナイジェリア
2970 マラウィ

250（最低国）

アルゼンチン
14160

大西洋

インド洋

太平洋
太平洋

〈World Bank資料，ほか〉
地図中の数値の単位はドル

資料なし28000ドル以上
16000～28000
9000～16000

3000～9000
750～3000
750ドル未満

1 人あたりのＧＮＩ －2014年－（国・地域別） 

『創造的進化』 生の不断の創造的進化を説く
実存主義哲学の基礎を築く『哲学』『理性と実存』
『存在と時間』実存主義　人間の存在のあり方を探求
アメリカ心理学の基礎確立『プラグマティズム』
『民主主義と教育』プラグマティズムを大成
現代実存哲学（実存主義）『存在と無』小説『嘔吐』
『第二の性』女性解放運動活動家
文化人類学者　構造主義の代表的存在　『悲しき熱帯』
構造主義の代表的存在　近代的思考を批判的に考察『知の考古学』
『西洋の没落』（第一次世界大戦後の西欧の喪失感を反映）
核兵器を批判　パグウォッシュ会議（1957）の開催につながる
『帝国主義論』資本輸出を批判
『雇用・利子及び貨幣の一般理論』近代経済学を確立
『帝国主義論』『国家と革命』正統マルクス主義
スパルタクス団を指導『資本蓄積論』
『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』
精神分析学創始『夢判断』『精神分析学入門』
分析心理学を創始 集合的無意識や元型の概念を提唱
政治史と精神史の結合『歴史主義の成立』
西欧中世史家『マホメットとシャルルマーニュ』
アナール派の創始者  社会史を開拓『封建社会』
アナール派の全体史の代表的著作『地中海』
文明の視点からの世界史を提唱『歴史の研究』
近代世界システム論『近代世界システム』
条件反射の理論「パブロフの犬」の実験
生命の起源を探究
ペニシリン（抗生物質）発見
原子自然崩壊説の提唱
相対性理論の発見「ラッセル‐アインシュタイン宣言」
量子崩壊論の提唱
原子力学・原子核理論
原子爆弾の製造指揮（マンハッタン計画）
中間子理論　日本人初のノーベル賞受賞（物理学賞）
『ジャン＝クリストフ』『魅せられたる魂』人民戦線を支持
『狭き門』『背徳者』禁欲主義と自由への衝動との葛藤
『失われた時を求めて』20世紀文学の出発点
『チボー家の人々』（第一次世界大戦を背景とした大河小説）
『恐るべき子どもたち』心理小説・詩人・劇作家
『三文オペラ』『夜打つ太鼓』風刺の効いた社会主義的戯曲

『異邦人』『ペスト』不条理の文学，実存主義文学
『人と超人』劇作家，批評家，フェビアン協会創設に参加
ＳＦ小説を確立『タイム＝マシン』　　　  『透明人間』
ＳＦ文学の始祖『海底2万マイル』『月世界旅行』
『人間の絆』『月と六ペンス』20世紀を代表する通俗小説作家
『チャタレー夫人の恋人』「生命の回復」をテーマに愛を描く
『カタロニア讃歌』『動物農場』『1984年』（全体主義の批判）
実存主義文学の先駆『変身』『審判』『城』
『魔の山』『ブッデンブローク家の人々』『ファウスト博士』
『車輪の下』『デミアン』『シッダルタ』マンとならぶドイツの文豪
新即物主義『西部戦線異状なし』　　　   『凱旋門』
『老人と海』『武器よさらば』『誰がために鐘は鳴る』
『風と共に去りぬ』（南北戦争期の南部上流女性の人生）
『怒りの葡萄』（大恐慌下の貧農が題材）『エデンの東』
『大地』（土に生きる中国の農民を力強く描く）
『どん底』『母』社会主義リアリズムの先駆
『静かなるドン』社会主義リアリズムの確立
反体制作家『収容所群島』『イワン＝デニーソヴィチの一日』
『クォ＝ヴァディス』（ネロ帝のキリスト教迫害）
『ギーターンジャリ』（詩集）民族主義とヒューマニズム精神
『阿Ｑ正伝』『狂人日記』白話運動　文学革命
文化大革命で迫害される『駱駝 祥子』
『伊豆の踊り子』『雪国』日本人初のノーベル文学賞
「叫び」生命のフリーズをテーマとする
野獣派の中心　「ダンス」「赤い部屋（赤い調和）」
立体派「ゲルニカ」　　　  「泣く女」
立体派「レスタック風景」「アトリエ」コラージュ
超現実主義「内乱の予感」「記憶の固執」
建築家「聖家族教会」（サグラダ＝ファミリア）
近代建築運動「サヴォア邸と庭師小屋」「国立西洋美術館」
象徴主義　民衆の生活を描く　スペイン内戦に参加　
ポップアート「マリリン」「キャンベルスープの缶」
印象主義「ボレロ」「スペイン狂詩曲」
十二音音楽の創始　「浄められた夜」
新古典主義音楽　「火の鳥」「春の祭典」
社会主義リアリズム音楽　交響曲第7番「レニングラード」
「ラプソディ＝イン＝ブルー」「パリのアメリカ人」
国民楽派「フィンランディア」
ハンガリー民族音楽「コッシュート」「管弦楽のための協奏曲」
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1859-1941
1883-1969
1889-1976
1842-1910
1859-1952
1905-1980
1908-1986
1908-2009
1926-1984
1880-1936
1872-1970
1858-1940
1883-1946
1870-1924
1870-1919
1864-1920
1856-1939
1875-1961
1862-1954
1862-1935
1886-1944
1902-1985
1889-1975
1930-2019
1849-1936
1894-1980
1881-1955
1871-1937
1879-1955
1885-1962
1901-1976
1904-1967
1907-1981
1866-1944
1869-1951
1871-1922
1881-1958
1889-1963
1898-1956

1913-1960
1856-1950
1866-1946
1828-1905
1874-1965
1885-1930
1903-1950
1883-1924
1875-1955
1877-1962
1898-1970
1899-1961
1900-1949
1902-1968
1892-1973
1868-1936
1905-1984
1918-2008
1846-1916
1861-1941
1881-1936
1899-1966
1899-1972
1863-1944
1869-1954
1881-1973
1882-1963
1904-1989
1852-1926
1887-1965
1896-1974
1928-1987
1875-1937
1874-1951
1882-1971
1906-1975　
1898-1937
1865-1957
1881-1945

仏
独
独
米
米
仏
仏
仏
仏
独
英
英
英
ソ
ポーラ
ンド　

独
墺
スイス
独
ベル
ギー

仏
仏
英
米
ソ
ソ
英
英
独
デンマ
ーク　

独
米
日
仏
仏
仏
仏
仏
独

仏
英
英
仏
英
英
英
チェコ
独
独
独
米
米
米
米
ソ
ソ
ソ
ポーラ
ンド　

インド
中
中
日
ノル　
ウェー

仏
西
仏
西
西
スイス
メキ
シコ

米
仏
墺・米
ソ・米
ソ
米
フィン
ランド
ハンガ
リー　

ベルクソン
ヤスパース
ハイデガー
ジェームズ
デューイ
サルトル
ボーヴォワール
レヴィ＝ストロース
フーコー
シュペングラ－
バートランド＝ラッセル
ホブソン
ケインズ
レーニン
ローザ＝ルクセンブルク
マックス＝ヴェーバー
フロイト
ユング 
マイネッケ
ピレンヌ
ブロック
ブローデル
トインビー
ウォーラーステイン
パブロフ
オパーリン
フレミング
ラザフォード
アインシュタイン
ボーア
ハイゼンベルク
オッペンハイマー
湯川秀樹
ロマン＝ロラン
アンドレ＝ジイド
プルースト
マルタン＝デュ＝ガール
コクトー
ブレヒト

カミュ
バーナード＝ショー
Ｈ.Ｇ.ウェルズ
ジュール＝ヴェルヌ
モーム　
ローレンス
オーウェル
カフカ
トーマス＝マン
ヘルマン＝ヘッセ
レマルク
ヘミングウェー
マーガレット＝ミッチェル
スタインベック
パール＝バック
ゴーリキー
ショーロホフ
ソルジェニーツィン
シェンキェヴィチ
タゴール
魯迅
老舎
川端康成
ムンク
マティス
ピカソ
ブラック
ダリ
ガウディ
ル＝コルビュジエ
シケイロス
A.ウォーホル
ラヴェル
シェーンベルク
ストラヴィンスキー
ショスタコーヴィッチ
ガーシュイン
シベリウス
バルトーク
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ⓒ2012-Succession Pablo Picasso-SPDA（JAPAN）ⓒ2012 Succession H. Matisse / SPDA, Tokyo

ⓒSalvador Dali, Fundació Gala-Salvador Dali, JASPAR Tokyo, 2012 E0231 ⓒ2012 The Andy Warhol Foundation for the Visual Arts, Inc. / ARS, 
N. Y. / JASPAR. Tokyo

テーマ

　第二次世界大戦終結時のアフリカの独立国は
4か国だった。しかし1950年代の北アフリカ
での独立運動とアジア＝アフリカ会議の成功を
受け，57年にガーナが，サハラ以南で最初の
独立国となった。17植民地が独立をした60年
は「アフリカの年」とよばれた。だが植民地時代
に形成されたモノカルチャーの経済構造は，独
立だけでは解消できず，国内の部族問題，貧富
の格差など問題は多い。

アフリカ黒人国家の独立

④ガー
ナの初代
大統領エ
ンクルマ
（任1960〜
66）

第三勢力の連帯１

①ネルー・周
しゅう

恩
おん

来
らい

会談��1954年，チベットとイ
ンドの間の通商・交通に関する協定締結のため，イ
ンドのネルー（任1947〜64）と中国の周恩来（任
1949〜76）の会談が行われた。この会談で，チベ
ット問題や国境問題などを抱えていた両国が，社会
体制の相違を越えて共存する意思を「平和五原則」で
示したことは，東西陣営の冷戦から中立を保つ第三
勢力の結集をうながした。

チョウ�エン�ライ

②アジア＝アフリカ
会議� �1955年，アジ
ア・アフリカの新興国
の指導者がインドネシ
アのバンドンに集まり
「平和十原則」を採択。そ
の後の国際社会での新
興国家の発言力増大に
つながった。第2回会議
が2005年に開かれた。

③非同盟諸国首脳会議��1961年，東西冷戦にさからって，
平和的な国際秩序を積極的に確立するためにティトー・ネル
ー・ナセルが非同盟政策をとる諸国の連帯をよびかけた。第1
回会議はベオグラードで開催され，25か国が参加。

⑤1人あたりのGNI（国民総所得）で見る世界 巻頭折込

　独立を達成した旧植
民地では，自国の資源
を経済的自立と発展に
結びつける資源ナショ
ナリズムが高まった。
しかしそれがモノカル
チャー構造を強め，経
済停滞と政治的混乱を
招いた。この格差から
起こる問題を南北問題
とよぶ。またその一方
で資源（とくに石油）を
もつ国ともたない国の
格差対立である南南問
題も顕在化し，今日で
も経済格差は世界的な
課題となっている。
� p.288,290

　　なぜ第三勢力が形成されたのだろうか。当
時の世界の状況をふまえて考えよう。

よ み

と き

「平和十原則」〔バンドン精神〕（1955）

非同盟諸国の基準（1961）

1954.4　コロンボ会議（アジア＝アフリカ会議開催宣言）

1954.6　ネルー・周恩来会談（平和五原則の確認）

⑴基本的人権と国連憲章の尊重
⑵すべての国家の主権と領土の尊重
⑶すべての人種及び国家の平等の承認
⑷他国の内政不干渉
⑸国連憲章による個別・集団的自衛権の尊重
⑹大国の特定の利益のために集団防衛の取り決
めを利用しないこと
⑺武力侵略の否定
⑻国際紛争の平和的手段による解決
⑼相互の利益と協力の増進
⑽正義と国際義務の尊重

⑴平和共存と非同盟の原則にもとづく自主的政
策の追求
⑵民族解放運動の無条件支持
⑶いかなる集団的軍事ブロックにも不参加
⑷いかなる大国との双務的軍事条約も結ばない
⑸自国領内に外国の軍事基地不許可

のちの大国の首脳たちの選択とは？ヒストリー
シアター

スカルノ
エンクルマ ナセル

ネルー
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別冊史料87

別冊史料88

⑤ダリ

①マティス ④ピカソ「泣く女」③ピカソ

⑦A.ウォーホル

⑥ダリ「内乱の予感」��
　原題は「茹

ゆ
でた隠

いん
元
げん
豆

のある柔らかい構造」。
スペイン内戦を予言し
たと，ダリは自画自賛
している。ダリは代表
的画家だが，商業的部
分を批判されてもいる。

②マティス
「ダンス」��大胆
な色彩を特徴と
する代表作。マ
ティスの野獣派
としての活動期
間は3年ほどで
あった。

⑧A.ウォーホル
「マリリン」��シルクス
クリーンという手法
で，イメージを用い
た版画を「ファクトリ
ー」で大量生産した。
「マリリン」は女優マ
リリン＝モンローを
モデルとしている。

野獣派（フォーヴィスム）
写実表現が消え，純粋色による荒いタッ
チや形状の単純化などを特徴とし，「野獣
たち」と批評された。

超現実主義（シュールレアリスム）
人間の精神に内在する夢や潜

せん

在
ざい

意識を描写する。
画家たちは，人間の抱える「無意識」や「深層心
理」を表現した。

立体派（キュビスム）
ピカソとブラックは，視
覚より概念を忠実に表現
することを主張。写実的
伝統から絵画を解放した
とされる。

ポップアート
1950年代にイギリスで生まれ，60年代にアメリ
カの大量生産や大衆文化を背景に展開された。
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20世紀の美術1

20世紀の文化 p.312,3612

266 267

西
ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア

南
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ

特集 20世紀の文化〜南北問題の顕在化　1955〜60年代前半第三勢力の形成

日
本

東
ア
ジ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
メ
リ
カ

その時
経済は$ ドル＝ショックによる世界経済秩序の崩

ほ う

壊
か い

その時
日本は 日本を襲う2つのショックと沖縄復帰

スタグフレーション
　石油危機は，不況によ
る高止まりの失業率と，

インフレーションが沈静化しない
状況を併存させることとなった。
stagf lat ionとはinf lat ionと
stagnation（不景気）の合成語で
あり，1974年以降の経済状況を
示す。旧来の財政政策では解決で
きず，各国は対応に苦慮した。

テーマ

　沖縄はアメリカの極東政策の重要
地であり，1965年春からベトナム
に出撃するB52の発進基地となって
いた。しかしアメリカが，60年の
安保闘争の再来を恐れたことや，ベ
トナムなどへの過剰な介入を避ける
方針（ニクソン＝ドクトリン）から返
還に前向きであり，1972年に日本
に返還された。

沖縄復帰

北京

那覇

バンコク

ハノイ

ソウル
大阪

東京

平壌
ペ キン ピョンヤン

な　は沖縄

台湾

日本北朝鮮

韓国

フィリピンベトナム
タイ

中国
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〈石油開発資料1986，ほか〉

⑫第1回主要先進国首脳会議  1975年，石油危
機・世界同時不況を西側先進国が経済協調により解
決するために行われた「経済サミット」。フランス大
統領ジスカールデスタンの呼びかけによる。

1956　スターリン批判

1969
中ソ国境紛争

接近

（国民）政府

中ソ論争

中ソ対立
互いに批判

対米強硬路線

・孤立化
・独自に核開発
（ソ連の脅威）←

・中印国境紛争
でインド支持
・中国への経済
的技術的援助
の停止

平和共存路線
中国

アメリカ・日本

ソ連

中国

台湾

ソ連

日本
アメリカ

文化大革命の
混乱

1972 日中国交正常化

1971 中国,国連加盟
1972 米中和解

冷戦

対立

べトナム
戦争の打開

孤立
p.300

西側 東側
第1回
（1975）
ランブイエ
（フランス）
世界経済の
再建を討議

第6回
（1980）
ヴェネツィア
（イタリア）
政治問題も
議題になる

第17回
（1991）
ロンドン

（イギリス）
ゴルバチョ
フ大統領を
招待　　　

第22回
（1996）
リヨン

（フランス）
経済のグロ
ーバル化へ
の対応検討

第26回
（2000）
九州・沖縄
（日本）

石油危機 アフガニスタン
侵攻（79） 日本の好景気 冷戦終結 グローバル化 ＩCＴ革命

第12回
（1986）
東  京
（日本）
7か国蔵相・
中央銀行
総裁会議
（G7）創設

ＩCＴ（情報
通信技術）
憲章

各国のドルから金への
交換要求

インフレによるアメリカの
競争力低下

ベトナム戦争の
戦費の増大

対外投資や
援助による
ドルの流出

米，際限なく
ドルを発行

激しいインフレーション

金とドルの交換を停止し，変動相場制へ

（　　　　　　　　　　　　　　　　）目的：ドルを切り下げることによって
自国経済を立て直す

国際経済の混乱を防ぐため，
固定相場制へ
一時的な解決にすぎず…

ドル=ショック

第1次石油危機
による石油価格の

上昇

第2次石油危機

1971 ニクソン声明

世界同時不況

不況，長期化

…スタグフレーション

対策
サミット開催

スミソニアン体制（1ドル＝308円）

1973 変動相場制へ
ブレトン＝ウッズ体制の崩壊
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〈World Gold Council 資料〉

1948 （年）

（トン）

53 58 63 68 73 78

世界総量
アメリカ保有量

成長の追求

財政赤字 金との交換要求

パクス=
アメリカーナ
の維持

米 各国
国 内

矛盾

対 外

・自国の経済立て直しのため
にドルを切り下げて（ドルを安
くして）輸出を増やしたい
・通貨の流通量を増やして経
済成長を維持したい

・自国通貨が安い方
が輸出に有利

・もっているドルの資
産価値が急に減少
するのは避けたい
→急激なドル安を望
まず

 60年代  沖縄の祖国復帰運動高まる
 1968 ごろ  GNPが資本主義国で第２位に
   ○学生運動がさかんになる
   　○ベトナム戦争反対
   　○日米安保条約反対
 70  日本万国博覧会，大阪で開催
 71   ニクソン 訪中宣言
   　（第１次ニクソン=ショック）（訪中は72年）
    ドル=ショック
   　（第２次ニクソン=ショック）
   1ドル＝360円→308円に切り上げ
 72  沖縄復帰
   日中共同声明
   中国との国交回復，台湾と断交
 73  変動相場制に
    第１次石油危機（オイル=ショック）
   高度経済成長の終焉
 75  第１回サミットへの参加
 78  日中平和友好条約
 79  第２次石油危機

を訴える

⎱
⎰

60年代後半から70年代の日本の動き

モロ（伊）

三木（日）

ウィルソン（英）

フォード（米）

ジスカールデスタン（仏）

シュミット
（西独）

米中の接近，双方のおもわくは？ヒストリー
シアター

 1960 石油輸出国機構（OPEC）結成
  　  資源ナショナリズム

 67 第３次中東戦争
  OPEC，反イスラエルで
  結集せず

 68 アラブ石油輸出国機構
  （OAPEC）結成
 73 第4次中東戦争
  OPEC，石油価格の大幅引き
  上げを決定
  OAPEC，石油戦略発動
  　 イスラエル支持国への石油
  輸出を停止

  　  第1次石油危機

 79 イラン=イスラーム革命
  イランからの石油供給途絶
  湾岸諸国の政治的安定性
  への危惧

  　  第2次石油危機

p.290,293

p.290,293

p.291

⑤「プラハの春」の弾圧  1968年，チェコスロヴァキア共産党第一書
記ドプチェクは事前検閲の廃止や市場原理の導入など，自由化路線を進
めた。しかし，ソ連中心のワルシャワ条約機構軍の侵攻により（チェコ
事件），ドプチェクらは逮捕され，短い「春」は終わった。チェコスロヴ
ァキアへの内政干渉は，当時ソ連の書記長であったブレジネフがとなえ
た「社会主義諸国の全体利益は各国の個別利益よりも優先される」という
ブレジネフ＝ドクトリン（制限主権論）によって正当化された。

⑩米ドルと金の
交換停止を発表す
るニクソン  1944
年以来，ドルは世界
唯
ゆい

一
いつ

の兌
だ
換
かん
通貨であ

ったが，その国際的
ルールが放棄され，
国際経済は歯止めを
無くした。

⑪ドルをとりまく各国
の状況  ニクソン声明の発
表後，金本位制のくびきか
ら解放されたアメリカは，
国内のドルの流通量を増や
すことで，国内の経済を活
性化させようとした。しか
し，ドルの供給量が急激に
増えた分，インフレとなっ
た。同時に，石油危機によっ
て不況を招くこととなった。

⑯沖縄の位置関係

⑨アメリカの金の保有量の推移

パクス＝アメリカーナの終
しゅう

焉
えん

サミット開催

ドル＝ショック

⑬サミットの議題の変
へん

遷
せん

確認
① 金の保有量の少なくなったアメリカはどのような政策に

踏み切ったか？
② この時期に起こった，石油価格の上昇を引き起こしたで

きごとを何というか？

⑧石油価格の変動  1973年の第4次中東戦争を契機に，石油輸出国
機構（OPEC）湾岸6か国は原油価格を引き上げた。また，アラブ石油輸
出国機構（OAPEC）も石油生産の削減や輸出制限による石油戦略を行使
したことで，資源ナショナリズムが高まり，資源は武器となった。
OAPECの世界の原油生産に占める割合は今でも大きく，90年のイラク
によるクウェート侵攻時に値上がりしたように，中東情勢は原油価格に
連動する。石油に依存する生活が続く限り，中東情勢は世界の注目を集
め続けると考えられる。 p.290

⑥アラブ石油輸出国機構（OAPEC）の結成

⑦世界の原油生産とOAPECのシェア

③ベトナム反戦運動  ベトナム戦争の泥
どろ

沼
ぬま

化と反
戦運動の高まりのなか，アメリカでは銃口に花をさすフ
ラワーチルドレンとよばれる若者も現れた。この戦争
をアメリカは「正義の戦争」と定義づけたが，最終的に
敗北，南北ベトナムの統一が実現した。 p.281，298

④枯
かれ

葉
は

剤
ざい

の散布  南ベトナム解放民族
戦線がジャングルに隠れ，ゲリラ作戦が
できないようにするためアメリカ軍は枯
葉剤をまいた。枯葉剤にはダイオキシン
が混入しており，流産や奇形児が増加し
たといわれる。 p.298

①ニクソン訪中  ベトナムからの「名誉ある撤
てっ

退
たい

」を最優先とする米大統領
ニクソン（任1969〜74）は，対中政策の修正のためにまず大統領補佐官のキ
ッシンジャーを訪中させ，自身も訪中した。中国も中ソ対立のなかで対米和
解と国連加盟をねらったため，1972年に米中和解が実現した。頭越し外交を
された日本や，米中対立が外交の基軸であった朝鮮半島には激震がはしった。

②中ソ国境紛争  1960〜70年代に
かけて続発。とくに，中ソ国境のウスリ
ー川にある珍

ちん
宝
ぽう

島
とう
（ダマンスキー島）で

1969年に起きた武力衝突では，戦死者
も出て，中ソ対立は頂点に達した。
1991年に中国領とすることで合意した。

　　ニクソンが訪中したとき，アメリカはどのような問題を抱えていただろうか。
また，そのとき中国は国際関係のなかでどのような動きをしていただろうか。

よ み

と き

⑭日中国交正常化  田中
角
かく

栄
えい

（任1972〜74）内閣は
日中関係を外交の最重要事
項と位置づけ，1972年9月29
日「日本国政府と中華人民共
和国政府の共同声明（日中共
同声明）」に調印。この後，日
本は中華人民共和国を唯一
の中国政府と認め台湾（中華
民国国民政府）と断交した。

⑮石油危機による品不足  石
油危機（オイル＝ショック）によっ
て，日本では広

こう
範
はん

な便乗値上げが
行われ狂乱物価とよばれる物価高

こう

騰
とう

を招いた。この現象は人心の混
乱を招くとともに高度経済成長の
終わりを実感させた。大都市圏で
トイレットペーパーや灯油の買い
占めが起こった。

ニクソン（米）

周恩来（中）

田中角栄（日）

周恩来（中）
世界全図p.50〜51
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65
年
〜
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年
代
前
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西
ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア

日
本

東
南
ア
ジ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
メ
リ
カ

〜多極化の進展　1965〜70年代前半新たな国際秩序の模索

国際連合の発足

冷戦の終結 中国，第２次
天安門事件

「雪どけ」

西側
中心：アメリカ

アジア諸国の
独立

パレスチナ問題

アジア=
アフリカ会議

東南アジア・
南米の民主化

アラブ世界の
亀裂
・湾岸戦争
・イスラーム過
激派の台頭

アフガニスタン攻撃
イラク戦争

アフリカ諸国
の独立

アラブ民族主義

東側
中心：ソ連

対ソ・対中
封じ込め政策

ジュネーヴ４巨頭会談
キャンプ=デーヴィッド会談

再緊張

新冷戦

デタント（緊張緩和）

・軍縮交渉
・アメリカ，
ベトナムからの撤兵

東欧圏の
共産化

NATO ワルシャワ
条約機構

1960
アフリカの年

泥沼化 中ソ論争

アメリカの軍拡

第三勢力

第４次
中東戦争

非同盟諸国
首脳会議

ニクソン
訪中

米中
和解

イラン=
イスラーム
革命

Ｅ
Ｃ

　
　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合

イスラーム
復興運動

東欧革命

マルタ会談

超大国
アメリカ

EUへ

ゴルバチョフ
による

ペレストロイカ
グラスノスチ
新思考外交

民族紛争の
増加

・ユーゴ内戦

ＩＳの台頭
と縮小

アラブの春

中国の台頭

アメリカン
スタンダード
への反発

パ
ク
ス
=
ア
メ
リ
カ
ー
ナ

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

1944
  ブレトン=ウッズ会議
・金ドル本位制
・固定相場制

東側西側
社会主義
経済圏の
形成

アメリカ
主導での
復興計画

西欧・日本
の

経済成長

西欧・日本
の輸出増

世界同時不況

サミット

変動相場制

ドル=ショック

通貨危機ソ連解体

アジアNIEs
の発展

ソ連型
社会主義経済
の破綻

アメリカの競争力
の低下

日本，バブル経済
→崩壊

ユーロの
誕生

プラザ合意

BRICsの台頭
発展著しい中国

世界同時不況
リーマン=ショック
欧州債務危機

中
国
，社
会
主
義
市
場
経
済
導
入

米
の
成
長
停
滞

世界の動向 経済の流れ

第１次石油危機

冷戦の始まり

南南問題
の発生

第2次
 石油危機

9.11同時多発テロ

朝鮮戦争

キューバ危機
ベトナム戦争

　日・西欧も米から離れる

アフガニスタン
侵攻

同  盟
軍事ブロック形成軍事ブロック形成

影響影響

コミンフォルム（1947）　コメコン（1949）
体制：社会主義

東　欧
衛星国化衛星国化

影
響

影
響

対
立

ラテンアメリカ
米州共同防衛条約
（リオ条約）

西アジア・アフリカ
イスラエル建国（1948）

第1次中東戦争

東・南・東南アジア
朝鮮戦争

インドシナ戦争

中　国
中華人民
共和国成立
（1949）

中華民国
政府
（台湾）

ア メ リ カ
封じ込め政策（1947）　巻き返し政策

ソ　連
社会主義陣営の形成（スターリン）

日　本
朝鮮特需（1950～51）
自衛隊結成（1954）

西　欧
NATO結成
（1949）

GHQ（1945～52）GHQ（1945～52） マーシャル＝プランマーシャル＝プラン
東
ド
イ
ツ

西
ド
イ
ツ

核の脅威

対立 中ソ論争

ジュネーヴ
 4巨頭会談

＊ユーゴスラヴィアなどの社会主義国も参加。

影響

ハンガリー反ソ暴動（1956）
東　欧

ラテンアメリカ
キューバ革命

キューバ危機

西アジア・アフリカ
スエズ運河国有化

「アフリカの年」（1960）

東・南・東南アジア

インドシナ戦争終結（1954）

中　国
中ソ対立  大躍進政策

人民公社の設立（1958～59）

ア メ リ カ
「雪どけ」を反映した共存路線

ソ　連
スターリン批判（1956）

日　本
経済復興

西　欧
経済復興

日米安全保障条約日米安全保障条約 NATONATO ワルシャワ条約機構（1955）ワルシャワ条約機構（1955）

第三勢力の連帯（非同盟諸国首脳会議＊）

「雪どけ」

対   立

ソ連の指導力低下ソ連の指導力低下

ア メ リ カ
ドル=ショック

ソ　連
政治的・経済的停滞　ブレジネフ

世界的不況

1973.10
中国承認

第１次石油危機（オイル=ショック）

ラテンアメリカ

開発独裁

西アジア・アフリカ
第4次中東戦争

OAPECの石油戦略

東・南・東南アジア
ベトナム戦争
外国資本を導入
工業育成

中　国

文化大革命の混乱

ベトナム戦争へ介入

接近

東ヨーロッパの自主路線
東　欧日　本

狂乱物価
西　欧

ブラントの東方外交

デタント
（緊張緩和）

東
西
ド
イ
ツ

国
連
加
盟

1979～89　アフガニスタン侵攻

ルーマニア革命　ビロード革命　ポーランド「連帯」

戦
後
体
制
の
崩
壊

 

　
　

 

＝

冷
戦
終
結
宣
言

アメリカ
新冷戦　新自由主義

ソ　連
1985～ペレストロイカ　グラスノスチ　ゴルバチョフ

サミットの開催1975～

1989

ラテンアメリカ

民主化

西アジア・アフリカ
反西欧主義・
　イスラーム過激派の台頭
イラン＝イスラーム革命

東・南・東南アジア

民主化

中　国

鄧小平による改革開放政策

東　欧日　本
好景気

西　欧
構造改革

マルタ会談

抗議

民 主 化民 主 化

影響 影響

日　本
“失われた10年”
バブル崩壊

ロシア
軍事大国

経済的停滞から資源大国へ
ワルシャワ条約機構解体

グローバル化

低開発地域（アフリカ・カリブ（海）諸国の一部など）恒常的内戦・国際NGOの支援・社会資本の未整備

超  大  国
ア　　メ　　リ　　カ
旧東欧諸国NATOに加盟

東南・南アジア
ASEAN・NIEsの成長
インドの台頭

中　国
経済成長
WTO加盟

東　欧
EU加盟申請 西アジア

イスラーム復興運動
反アメリカ的傾向

西　欧 北欧・中欧
　　　　　　　　　拡大EUアメリカにつぐ経済力

EU

工業化
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独
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第
三
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力
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形
成

と
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た
た
か
い

新
植
民
地
主
義

ベトナム戦争終結宣言
全欧安保協力会議
米中国交正常化
米ソ，ＳＡＬＴⅡ調印

ＩＮＦ全廃条約
「ベルリンの壁」崩壊
マルタ会談
（冷戦終結宣言）

75.4
 .7
79.1
 .6

87.12
89.11
 .12

中国で改革開放政策の開始

ソ連，アフガニスタンに侵攻
ポーランドで「連帯」結成

ソ連でペレストロイカ（改革）
開始（ゴルバチョフ書記長）
東欧革命
第2次天安門事件
ルーマニア革命
（チャウシェスク処刑）

78.12

79.12
80.9

85.

89.
 .6
 .12

ベトナム社会主義共和国成立
ベトナム，カンボジア侵攻
イラン＝イスラーム革命
中越戦争（～79.3）
イランｰイラク戦争（～88）
イスラエル，レバノン侵攻

フィリピン政変

76.7
78.12
79.2

80.9
82.6

86.

第１回主要先進国首脳会
議（サミット）
第2次石油危機

フォークランド戦争
米，グレナダ侵攻
プラザ合意

アジア太平洋経済協力
（APEC）

75.11

79.

82.4
83.10
85.

89.11

ベトナム戦争（～75）

核拡散防止条約調印

ニクソン訪中（米中共同声明）
米ソ，ＳＡＬＴⅠ調印
ベトナム（パリ）和平協定
東西ドイツ国連加盟

65.2

68.6

72.2
 .5
73.1
 .9

ルーマニアの独自外交
中国，文化大革命始まる

チェコ，「プラハの春」
ワルシャワ条約機構軍，チ
ェコに侵攻
中華人民共和国が国連の
中国代表権獲得

65～
66.5

68.1
 .8

71.10

第３次中東戦争
東南アジア諸国連合
（ASEAN）発足

第４次中東戦争

67.6
 .8

73.10

フランス，ＮＡＴＯ軍脱退
ヨーロッパ共同体（ＥＣ）発足

米，ドル防衛策（金・ドル交
換停止）→ ドル=ショック

拡大ＥＣ発足
第1次石油危機
（オイル=ショック）

66.7
67.7

71.8

73.1
 .10

ジュネーヴ4巨頭会談

パグウォッシュ会議

キャンプ＝デーヴィッド会談
Ｕ２偵察機撃墜事件
「ベルリンの壁」構築
キューバ危機
部分的核実験禁止条約

55.7

57.7

59.9
60.5
61.8
62.10
63.8

ワルシャワ条約機構

フルシチョフのスターリン批判
ポーランド，ポズナン暴動

ハンガリー，反ソ暴動（～.11）

キューバ革命

中ソ論争公然化

55.5

56.2
 .6

 .10

59.1

63.

ネルー・周会談（平和五原則）
第１回アジア=アフリカ
（AA）会議（バンドン）

エジプト，スエズ運河国有
化宣言
第２次中東（スエズ）戦争

「アフリカの年」
コンゴ動乱
第1回非同盟諸国首脳会議
アフリカ統一機構（OAU）結成
国連貿易開発会議
（UNCTAD）発足

54.6
55.4

56.7

 .10

60.
 .7
61.9
63.5
64.3

西ドイツ，ＮＡＴＯ加盟
バグダード条約機構（中東
条約機構，ＭＥＴＯ）， 
（59.8CENTOに改称）

ヨーロッパ経済共同体
（ＥＥＣ）発足
ヨーロッパ自由貿易連合
（ＥＦＴＡ）発足

フランス，中国承認

55.5
 .11

58.1

60.5

64.1

国際連合成立

朝鮮，南北に分裂
ベルリン封鎖（～49）

ドイツ，東西に分裂
朝鮮戦争（～53）
中華人民共和国，義勇軍派遣
朝鮮休戦協定
ジュネーヴ会議
ジュネーヴ協定

45.10

48.4
 .6

49.5
50.6
 .10
53.7
54.4
 .7

コミンフォルム結成（～56）
チェコスロヴァキアに共産
党政権樹立
コミンフォルム，ユーゴス
ラヴィアを除名
コメコン（COMECON）設立
ソ連，核実験
ドイツ民主共和国成立
中華人民共和国成立
中ソ友好同盟相互援助条
約（～80）
スターリン死去

47.9
48.2

 .6

49.1
 .9
 .10

50.2

53.3

インドシナ戦争（～54.7）
インド・パキスタン分離独立
イスラエル建国宣言
第１次中東（パレスチナ）
戦争

インドネシア連邦共和国成立

イラン，石油国有化

エジプト共和国宣言

46.12
47.8
48.5
 

49.12

51.

53.6

「鉄のカーテン」演説

トルーマン=ドクトリン発表
マーシャル=プラン
GATT（関税と貿易に関す
る一般協定）調印
西ヨーロッパ連合条約
北大西洋条約機構
（ＮＡＴＯ）成立
ドイツ連邦共和国成立
サンフランシスコ平和条約
日米安全保障条約
米韓相互防衛条約
東南アジア条約機構
（SEATO）成立

46.3

47.3
 .6
 .10

48.3
49.4

 .5
51.9

53.8
54.9

資本主義陣営 国際関係 社会主義陣営 第三勢力
第二次世界大戦終結から冷戦終結までの世界の流れ

韓国・北朝鮮，国連加盟
カンボジア和平協定調印
中国，社会主義市場経済を宣言

イギリスから中国へ香港返還
アジア通貨危機
ASEAN，10か国に
中国，WTO加盟

中国，GDP世界第２位に
ASEAN経済共同体発足

91.9
 .10
92.

97.7

99.4
2001.12

10.
15.12

コメコン解散
ユーゴスラヴィア内戦
ワルシャワ条約機構解体
ソヴィエト連邦解体
ユーゴスラヴィア内戦激化

ロシア，チェチェン侵攻（～96）

ロシア，WTO加盟
ロシア，ウクライナのクリミアを編入表明
キューバ，アメリカと国交回復

91.6

 .7
 .12
92.3

94.12

2012.8
14.
15.7

東西ドイツ統一
湾岸戦争
米ソ，ＳＴＡＲＴⅠ調印

米露，ＳＴＡＲＴⅡ調印
パレスチナ暫定自治協定調印

インドとパキスタン，あいついで
核実験
同時多発テロ
米・NATO軍，アフガニスタン攻撃
イラク戦争
「アラブの春」（～12），シリア内戦激化
I S（「イスラム国」）の台頭

90.10
91.1
 .7

93.1
 .9

98.5

2001.9
 .10
03.3
11.～
14.

92.2

93.11
95.1

97.6

2004.

08.9
09.10
16.6

20.1

ＥＣ12か国，
マーストリヒト条約調印
ヨーロッパ連合（ＥＵ）発足
世界貿易機関（WTO）発足
（ＧAＴＴ，発展的解消）
ＥＵ15か国，
アムステルダム条約採択
EU，25か国に（07年27か国，
13年28か国）
リーマン＝ショック
欧州債務危機
イギリス，国民投票でEU離脱
派が多数を占める
イギリス，EUを離脱

アイエス

広域統合とグローバル化 平和への取り組みと紛争 社会主義圏の再編 東アジアの経済発展
グ　ロ　ー　バ　ル　化　の　時　代

　世界平和の維持をはかる国
際連合が発足したが，アメリ
カの「封じ込め政策」により，
米ソを軸とした東西陣営の
「冷たい戦争（冷戦）」が始まっ
た。またアジア各地の欧米植
民地では，民族独立運動が高
揚し，独立を達成する国が多
数現れた。

　朝鮮戦争後，「雪どけ」とよ
ばれる緊張緩和が進んだ一方
で，スターリン批判後の東欧
各国での反ソ暴動は最終的に
抑え込まれてしまった。また
アジア・アフリカの新興諸国
は，東西陣営に属さない第三
勢力として，独自の平和路線
を追求していった。

　ベトナム戦争で大きな犠牲
をはらったアメリカは，ソ連
と対立を深めていた中国と関
係を改善し勢力回復に努め
た。一方，第4次中東戦争時
にアラブ産油国がとった石油
戦略は，石油危機をもたら
し，その後の世界の産業構造
の編成に影響を与えた。

　経済の停滞が深刻だったソ
連ではペレストロイカが始ま
り，市場経済の導入もはから
れた。その結果，東欧諸国に
民主化が広がり，冷戦の終結
につながった。また日本は冷
戦の間に急速な経済発展をと
げ，日米間での貿易摩擦が深
刻となった。

　ソ連解体後，経済の自由化
と一体化が世界的に広がり，
NGO活動や多国籍企業が勢
力を伸ばす一方，グローバル
化に反発するリージョナル
（地域的）な活動も活発となっ
ている。また唯

ゆい

一
いつ

の軍事超大
国となったアメリカに対して
は，反対勢力によるテロ活動
なども起こっている。

1945〜50年代前半  東西陣営の形成

 東西陣営の変遷と第三勢力の形成1955〜60年代前半

 新たな国際秩序の模索1965〜70年代前半

 冷戦の終結へ

 グローバル化する世界1990年代〜

1975〜80年代

M
A
P
A
〜
E

M
A
P
S
〜
T

4
部
1
章

260 261

45
年
〜
50
年
代
前
半

　262
〜
263
・
276
〜
299

55
年
〜
60
年
代
前
半

　264
〜
266
・
276
〜
299

75
年
〜
80
年
代

　270
〜
271
・
276
〜
299

65
年
〜
70
年
代
前
半

　268
〜
269
・
276
〜
299

90
年
代
〜

　272
〜
273
・
276
〜
299

西
ア
ジ
ア

東
ア
ジ
ア

日
本

東
南
ア
ジ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
メ
リ
カ

ア
フ
リ
カ

20世紀後半から21世紀の世界情勢20世紀後半から
現在への扉

3 京都大学 入試問題

▼〜1960年代の世界の多極化に関する論述を例に〜

　第二次世界大戦後の世界は，アメリカ合衆国とソヴィエト社会主義共和国連邦（ソ連）がそれぞれ資本主義
圏と社会主義圏の盟主として激しく対立する，いわゆる二極時代で幕が開いた。だが1950年代半ばになると
二極構造に変化がきざし，1960年代以降，その変化は本格的なものになった。1960年代に世界各地で起きた
多極化の諸相を，300字以内で具体的に説明せよ。

▼【2007年京都大学入試問題　第３問】改

　この問題では、1960年代に起きた国際社会の多極化を具体的に説明することが求められています。この
問題で押さえるべきポイントとしては、

⿠背景である50年代半ば：第三勢力の台頭→アジア・アフリカ会議や非同盟諸国首脳会議。問題文の題意から直接
には外れるが、「二極構造に変化」という問題文から、第三勢力に言及。

⿠60年代前半：東西両陣営の動揺（日欧の台頭・反ソ暴動）
⿠60年代後半：多極化から新たな国際秩序へ（中ソ対立・文化大革命→米中接近、ＥＣ発足）

ということが挙げられます。

　『タペストリー』では、1945年以降の世界の動きを、国際政治、国際経済、日本の位置づけの3つの視点
で、約10年ごとに見開きで扱っています。そのため、『タペストリー』p.260-261の年表や構造図、説明文

（①）、p.266「第三勢力の形成」（②）、p.268「新たな国際秩序の模索」（③）を確認することで、この論述
の枠組みを作ることができます。

論述のポイント

▲『タペストリー二十四訂版』p.266-267（十一訂版より現在の表現で掲載）

▲『タペストリー二十四訂版』p.268-269（十一訂版より現在の表現で掲載）▲『タペストリー二十四訂版』p.260-261（十一訂版より現在の表現で掲載）

①

②

③
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慶應義塾大学経済学部/大阪大学 入試問題
〜16世紀頃の東アジア海域の貿易に関する論述を例に〜 4

ソンガイ
王国
ボルヌー王国
ベニン
王国

ヒヴァ＝
ハン国 ブハラ＝

ハン国 カシュガル
＝ハン国

大越

タ
ウ
ン
グ
ー
朝

朝鮮 日本

女真

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

コンゴ
王国

ベニン
王国

ソンガイ
王国
ボルヌー王国

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

朝鮮 日本

大越

タ
ウ
ン
グ
ー
朝

ブハラ＝
ハン国 カシュガル

＝ハン国

ヒヴァ＝
ハン国

コンゴ
王国

女真

明
みん

明
みん

アユタヤ朝アユタヤ朝

チベット

アルタン，チベット仏教指導者
にダライ＝ラマの称号を贈る。
モンゴル一帯にチベット仏教広
がる（韃靼は明朝からの蔑称）。

モンゴル
（韃靼）

だったん
モンゴル
（韃靼）

だったん

ムガル帝国ムガル帝国

サファヴィー朝サファヴィー朝
オスマン帝国オスマン帝国

モスクワ大公国モスクワ大公国

神聖ローマ
帝国
神聖ローマ
帝国

フランスフランス

イングランドイングランド

ポルトガル

ブラジル

ポルトガル

ブラジル

ヴェルデ
岬諸島

アルギン島

マデイラ諸島

アゾレス諸島

ソコトラ

サントメ
フェルナンドポー

ヌエバエスパーニャ
副王領

ペルー副王領

スペイン

ヌエバエスパーニャ
副王領

ペルー副王領

スペイン

フロリダ半島
 西インド諸島
サンサルバドル島

カナリア諸島

ブラジルへ

アルマダ
（1588）

プレヴェザ
（1538）

レパント
（1571）

モハーチ
（1526）

ディウ沖海戦
（1509）

プレヴェザ
（1538）

レパント
（1571）

モハーチ
（1526）

アルマダ
（1588）

ディウ沖海戦
（1509）

いわ み

サカテカス銀山
（1546発見）

ポトシ銀山
（1545発見）

石見銀山

サカテカス銀山
（1546発見）

ポトシ銀山
（1545発見）

石見銀山
いわ み

1513 バルボア
太平洋に到達。

1519～21
アステカ王国滅亡。

1510～
ポルトガルの拠点

1571～
スペインの拠点

1557～
ポルトガルが居住権を獲得。

1543　種子島にポルト
ガル人より鉄砲伝来。

ポルトガル人砲
兵により強大化。

1518～1656
ポルトガル領

1511～1641
ポルトガル領

1532～33
インカ帝国滅亡。

1545　スペイン人
が発見。多量の銀
がヨーロッパにも
たらされる。

た　ねがしま

丁子

ナツメグ香木　　

胡椒

沈香

ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
境
界
線

サ
ラ
ゴ
サ
条
約
に
よ
る
境
界
線

 

 

（
1494年

）
（
15
29
年
）

教
皇
子
午
線（

1493年
）

教皇子午線　1493
コロンブスのアメリカ大陸発見後，
教皇が提示したスペインとポルト
ガルの支配領域の境界線。
しかしポルトガルは不服。

トルデシリャス条約　1494
ポルトガルとスペインが，ローマ教皇の
仲介でとりきめた，世界の支配権を二分
する条約。

サラゴサ条約　1529
スペインとポルトガルの条約。
スペインがモルッカ諸島をポ
ルトガルに売却。

ディウ

ゴア

コーチン

マラッカ

ジッダ メッカ

ジェノヴァ
ヴェネツィア

アントウェルペン
アムステルダム

イスタンブル

寧波

アチェ

ジョホール
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ソファラ
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ブルネイ
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ドゥマク

スールー
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ティドーレ

マゼラン海峡

カリブ海

川
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大

西

洋
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黒 海

ガンジス川

川
ン
コ
メ

太

平

洋

イ 　 ン 　 ド 　 洋

太

平

洋

喜望峰

マダガスカル島

モルディブ

フィリピン諸島

モルッカ
（香料）諸島

フィリピン諸島

モルッカ
（香料）諸島

キューバ

シ 　 ベ 　 リ 　 ア

30°
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16
世
紀
の
世
界

ポルトガル領　　　拠点都市　　島
スペイン領　　　　拠点都市　　島
イスラーム拠点都市　　　島
モルッカ諸島へ向かうムスリム商人のおもな航路
モルッカ諸島へ向かうポルトガルの航路
ポルトガルの奴隷貿易
スペインの護送船団の航路
ヨーロッパ沿岸のおもな航路
海禁解除後の中国商人の海上貿易
ポルトガルの砂糖栽培地
ドレークのスペイン船襲撃地
オスマン帝国に服する海賊のおもな出没地
モンゴルの最大勢力範囲（アルタン時代）

ど れい

ヨーロッパアメリカ 西・中央アジア 南・東南アジア 東アジア
宗教改革後の宗教分布
絶対王政と主権国家の形成
オランダの独立

オスマン帝国・サファヴィー朝・ムガル帝国の鼎立

拡大するオスマン帝国

明の対外政策1 Ep.85東南アジアの植民地化
インドのイスラーム化

大航海時代の世界
古アメリカ文明

そのとき
ここでは

p.156
p.155 3

p.130 2
p.115 2

p.133 2

p.163⑦
p.164 1

p.165 2 p.134 1 C

各地域のくわしい地図

世界全図で
みる世界史

CC2022　338.14（334.14+ドブ4)×191.86（187.86+ドブ4）mm

日特注意事項
・レイヤーナンバー4,7には白縁ハーフトーンを含め、共有する文字があります。抜粋時注意！

ポトシ銀山

石見銀山

南蛮貿易

ペルー

メキシコ
サカテカス銀山

アカプルコ

マニラ

（ポルトガル）

アカプルコ貿易（ガレオン貿易）

ポトシ銀山

石見銀山

南蛮貿易

ペルー

メキシコ
サカテカス銀山 銀納税制（一条　　　　　　　　　　　

鞭法）施行
価格革命 香辛料・綿織物

織物

朝鮮人参
香辛料

生糸・絹織物・
陶磁器

ヨーロッパ オスマン
帝国

インド

中国

女真人

東南アジア

アカプルコ

マニラ

（ポルトガル）

アカプルコ貿易（ガレオン貿易）

p.155

価格革命

香辛料

銀の流れ
銀が流入した地域
銀で購入された商品
銀購入で引き起こさ
れた社会現象

中国

　中国の馬蹄銀　重さで価値が決められた。
ば てい

銀が結ぶ世界経済
　　スペインによってヨーロッパ
　にもたらされたメキシコ銀と，
　　　朝鮮伝来の新技術により爆
　　　　発的に増産された日本銀
　　　　　は，ヨーロッパ人の世
　　　　　　界各地での交易参入
　　　　　　　によって，世界を
　　　　　　　　かけめぐった。
　　　　　　　　銀の活発な動き
　　　　　　　　により，急激に
　　　　　　　　経済が拡大した。

p.113 ②日本銀の産出激増，中国・
　朝鮮物産の密輸入へ。

⑧朝鮮人参貿易などで女
　真人にも銀が流れる。

①民間の密
　貿易商が
　現れる。

⑦豊臣秀吉，東アジア
　貿易圏支配をねらう
　も，朝鮮出兵で失敗。

⑤琉球は，海禁解除で
　朝貢による貿易仲介
　が意味を失い，衰退。

⑥銀が大量流入した明では，
　一条鞭法を全国に施行。

いちじょうべんぽう

④密貿易を止められず，
　　州を民間貿易に開放。

③ヨーロッパ人によりメキシコ銀
　到来，中国物産の密輸入へ。

1571マニラ建設

1557マカオ居住権

スペイン人

ポルトガル人 中国沿岸の民

西日本沿岸の民
日本海

太　　　平　　　洋

南シナ海

イ ン ド 洋

長
黄 河

江
北京

マニラ 石見銀山

五島

寧波
舟山

南京

北京

福州
広州マカオ

マニラ

　州
釜山
漢城

石見銀山
京都

堺
種子島

五島

首里

ヘトアラ

フフホト

スペイン領
アメリカから

モンゴルモンゴル

明

女真

日本

朝鮮

タウングー朝

アユタヤ朝
大越

密貿易の行われた地域
密貿易のおもな従事者

銀のおもな流れ
解説文の丸数字は，
できごとが起きた順番スペイン人

　日本銀やメキシコ銀が流通し，それを代価にした
明の絹織物・陶磁器などの国際商品を扱う国際貿易
がさかんになった。明の周縁部では，海禁を破って
貿易の利益を得ようと密貿易や海賊活動が再び激化
した(後期倭寇)。一方，全国統一した豊臣秀吉は倭
寇を禁止して，自ら海外に進出するため朝鮮出兵を
行ったが，明との関係を決定的に悪化させた。

日本と東アジア海域

 □ 朝鮮伝来の銀精錬法導入で銀の生産量増大。
 □ 豊臣秀吉が天下統一後，朝鮮出兵。
 □ 明にメキシコ銀・日本銀が流入
　→銀納税制である一条鞭法の実施。
 □ 明の海禁解除で朝貢の意味が薄れ衰退。

日　　本

琉　　球

中　　国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうえん　　　　　　　　かいきん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とよとみひでよし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちじょうべんぽう

　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうこう

後期倭寇と朝鮮出兵
　　　　 わ こう

　アジアでは国内経済が充実し，オスマン帝国・サファヴィー朝・ムガ
ル帝国のイスラーム３帝国や，明が繁栄していた。経済の充実は周縁勢
力の成長をうながし，明では，朝貢と冊封関係を破ろうとする遊牧民や
海上民による北虜南倭に苦慮した。一方，ヨーロッパでは，大航海時代
以降の対外的な発展のなかで，「新大陸」で大量の銀を手に入れたことで
経済活動を拡大させ，アジア交易に参入するなど世界各地を結びつけた。

 □ 明，北虜南倭 (モンゴルの侵入と後期倭寇 )に苦しむ。
 □ 日本の銀産出量増大→南蛮貿易が行われる。
 □ マムルーク朝を滅ぼしたオスマン帝国がスンナ派盟主に。
 □ ポルトガル・スペインによる海外領土分割線の設定。
 □ スペインによるインカ帝国・アステカ王国の征服
　→「新大陸」の銀がヨーロッパの価格革命の一因となる。

東アジア

西アジア
ヨーロッパ

アメリカ

時代の概観 アジアの繁栄と西半球の変革

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅうえん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうこう　　さくほう

　　　　　　　　　　　　ほくりょなん わ

わ こう

ここを check!!
ここを check!!

スレイマン1世

ピサロ

おもな治世者

○
女
真
の
ヌ
ル
ハ
チ
、

　
　八
旗
制
度
を
創
始

1582
マ
テ
オ
=リ
ッ
チ
、

　
　マ
カ
オ
上
陸

1573
張
居
正
の
改
革（
〜
82
）

　
　（一
条
鞭
法
、全
国
に
拡
大
）

○
海
禁
を
解
除

1557
ポ
ル
ト
ガ
ル
、マ
カ
オ

　
　居
住
権
を
獲
得

1555
倭
寇
が
南
京
に
迫
る

　
　（後
期
倭
寇
）

1550
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ル
タ
ン
＝

　
　ハ
ー
ン
、
北
京
を
包
囲

○
北
虜
南
倭

1501
モ
ン
ゴ
ル
の
ダ
ヤ
ン
=ハ
ン

　
　華
北
に
侵
入

　
　1597
丁
酉
倭
乱（
慶
長
の
役
）

　
　　
　（
〜
98
）

　
　1592
壬
辰
倭
乱（
文
禄
の
役
）

　
　　
　（
〜
93
）

1590
豊
臣
秀
吉
、全
国
統
一

1573
織
田
信
長
、室
町
幕
府
を

　
　滅
ぼ
す

1549
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
＝
ザ
ビ
エ
ル
、

　
　キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
る

1543
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、種
子
島

　
　来
航（
鉄
砲
伝
来
）

○
日
本
銀
の
産
出
増
加

1523
寧
波
の
乱

1597
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の

　
　ア
ッ
バ
ー
ス
１
世
、

　
　イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
へ
遷
都

オ
ス
マ
ン
軍
敗
北

1538
プ
レ
ヴ
ェ
ザ
の
海
戦

1529
第
１
次
ウ
ィ
ー
ン
包
囲

1526
モ
ハ
ー
チ
の
戦
い

　
　（ス
レ
イ
マ
ン
１
世
、

　
　ハ
ン
ガ
リ
ー
制
圧
）

1501
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
成
立（
〜
1736
）

1598
ナ
ン
ト
の
王
令

　　（
ア
ン
リ
４
世
、ユ
グ
ノ
ー

　
　戦
争
終
結
）

1588
ア
ル
マ
ダ
の
海
戦

　
　

1571
レ
パ
ン
ト
の
海
戦

1568
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争（
〜
1609
）

1562
ユ
グ
ノ
ー
戦
争（
〜
98
）

1555
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
宗
教
和
議

　オ
ス
マ
ン
、バ
ル
カ
ン
半
島
・

　
　地
中
海
を
支
配
下
に
入
れ
る

1529
サ
ラ
ゴ
サ
条
約

1519
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
、

　
　世
界
周
航（
〜
22
）

1517
ル
タ
ー「
95
か
条
の
論
題
」

1584
ロ
ー
リ（
英
）、ヴ
ァ
ー
ジ

　
　ニ
ア
植
民（
失
敗
）

1545
ス
ペ
イ
ン
、ポ
ト
シ
銀
山

　
　発
見

1532
ピ
サ
ロ
、イ
ン
カ
帝
国

　
　征
服（
〜
33
）

1519
コ
ル
テ
ス
、ア
ス
テ
カ

　
　王
国
征
服（
〜
21
）

1513
バ
ル
ボ
ア
、太
平
洋
に
到
達

日
本

東
ア
ジ
ア

南
・
東
南
ア
ジ
ア

西
・
中
央
ア
ジ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
メ
リ
カ

16世紀

朝鮮出兵
戦
国
時
代

明
1368
〜
1644

オ
ス
マ
ン
帝
国
1299
〜
1922

室
町
時
代

安
土
桃
山
時
代

○
ム
ガ
ル
帝
が

　
　北
イ
ン
ド
統
一

1571
ス
ペ
イ
ン
、フ
ィ
リ
ピ
ン

　
　に
マ
ニ
ラ
建
設

1556
ム
ガ
ル
帝
国
に

　
　ア
ク
バ
ル
即
位（
〜
1605
）

1531
タ
ウ
ン
グ
ー
朝
成
立（
〜
1752
）

1526
バ
ー
ブ
ル
が
建
国

1511
ポ
ル
ト
ガ
ル
、マ
ラ
ッ
カ
占
領

1510
ポ
ル
ト
ガ
ル
、ゴ
ア
占
領

ム
ガ
ル
帝
国
1526
〜
1858

赤字戦争・紛争関係
ヨーロッパの進出

世界各地域のおもな事件

114
117
〜

154
168
〜

154
157
〜

134
135
〜

85
・

306
307
〜

122
・

132
133
〜

130
・

CC2022　205×257mm

36 37

明
海
禁
緩
和

朝鮮女真

日本

琉球
衰退

石見銀山

マニラ
スペインの拠点
（1571）

マラッカ
ポルトガル領
（1511）

ポルトガル
居住権獲得
（1557）

マカオ

後期倭寇

銀の動き

メ
キ
シ
コ

朝
鮮
出
兵

16世紀～
17世紀前半

p.113

⑮豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の朝鮮出兵
　全国統一に成功した秀
吉は，積極的に東アジア海
域世界の支配をめざし，倭

わ

寇
こう

の取り締まりを強化し
て一部商人の海外渡航を
認めた。しかし朝鮮支配
を企図した２回の出兵は，
李
り
舜
しゅん
臣
しん
（ p.122 ）の活躍

や民衆のゲリラ戦，朝貢・
冊封関係にもとづく明の
援軍により失敗。以来，朝
鮮との国交は断絶したが，
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は対
つ し ま

馬藩
はん

を介して
関係改善に成功。明とは東
南アジア経由の朱

しゅ
印
いん
船
せん
貿

易を積極的に推進。写真は
丁
てい

酉
ゆう

倭
わ

乱
らん

の蔚
ウル

山
サン

城の戦い。

イ  スン シン

「
鎖
国
」

「
四
つ
の
口
」

明

清

朝鮮

アイヌ

日本

琉球

ヨーロッパの貿易拠点

フィリピン
スペイン領

広州

華僑の
東南アジア
への進出

スマトラ・ジャワ
オランダ領

朝貢・冊封関係

朝
貢
貿
易

互
市
貿
易

17世紀半ば～18世紀
＊�13の組合があったため「広東十三行」とよばれたが，その後，数は変動した。

世界
遺産

ひ とひ とひ と

　東南アジアや日本との密貿
易で巨

きょ

富
ふ

を獲得した海洋商人
で，明の海禁強化に抗

こう

して五
ご

島
とう

や平
ひら

戸
ど

を拠点に，後期倭
わ

寇
こう

の頭目として中国沿岸域を侵略。『鉄
てっ

炮
ぽう

記』
によると，1543年にポルトガル人を乗せ
て種

た

子
ねが

島
しま

に鉄砲を伝えたのも王直とされる。
p.154

王
おう

直
ちょく

（？〜1559）

倭寇の首領 王直の活動
…嘉靖十九（1540）年，海禁がまだそれほど
厳しくない時代に，王直は葉宗満とともに広東
にゆき，巨艦を建造し，硫黄や生糸など禁制
物品を積み込んで，日本やシャム，西洋（東南
アジア西部をいう）諸国にいたり，往来交易す
ること五，六年，はかり知れぬ巨富を積んだ。…

〈『籌海図編』 岸本美緒他著『世界の歴史⑫』〉

わ  こう おう ちょく

か せい かいきん

カントン

い おう

ちゅうかい ず へん

しょうそうまん

倭寇

明の官軍

A 後期倭
わ

寇
こう

の活動 p.37,115

B アジア海域への新興勢力参入 p.154〜155

⑪明の海禁が厳しく，再び倭
わ
寇
こう
が

活発化したため明は海禁を緩和。貿
易が促進されることにより，女真や日
本の織豊政権などの商業と軍事が結
びついた強力な新興勢力が台

たい
頭
とう
した。

⑫後期倭寇　16世紀に再び倭寇の活動が活発化。中国東南沿岸部の中国
人が多数加わったが，指導層は戦乱に長

た
けた日本人が多かった。本拠地は福

ふっ

建
けん
・浙

せっ
江
こう
南部から日本の九州西部までの広範囲に及んだ。南

ナン
京
キン
が包囲され，明

は1570年ごろに海禁の緩和を決断。写真は2010年に発見された「抗
こう
倭
わ
図巻」。

⑬マカオの天
てん

主
しゅ

堂
どう

　ポルトガル
はマカオを中国貿易の拠点として，
中国の生糸・絹織物，日本の金銀を
輸入し，ばくだいな利益を得た。

⑭ゼーランディア城　オランダの連合東インド会社
が，1624年台湾支配のために築いた城

じょう
塞
さい
。台湾はオラ

ンダの中国貿易の拠点だったが，清朝打倒をはかる鄭
てい
成
せい

功
こう
（ p.119）の来襲で61年に陥落した。

⑯清は1683年，鄭
てい
氏
し
一族を打

倒。海
かい
禁
きん
を解除し開放策に転じ，朝

貢貿易にかわり民間貿易である互
ご
市
し

貿易が主流となった。

⑰長崎港のようす　「鎖
さ
国
こく
」は国家による通交管理政策で，決

して国を鎖
とざ
してしまうものではない。長崎（オランダ・清），

対
つしま
馬（朝鮮），薩

さつ
摩
ま
（琉球）そして松

まつ
前
まえ
（アイヌ）の「四つの口」が窓

口となり，幕
ばく
府
ふ
は海外への門戸を開放しながら外国物産の安定

供給に努めた（ p.41）。

⑱公
コ

行
ホン

（広
カン

東
トン

十
じゅう

三
さん

行
こう
＊）　互市はヨーロッパ商船にも認めら

れたが，清は1757年以降，入港を広
こう
州
しゅう
一港に限定し，かつ特

許商人組合の公行のみに独占取引を認めた。公行は価格決定や
関税の徴収など広範囲な権限を与えられ，のちにアヘン戦争
（1840〜42）による南

ナン
京
キン
条約（1842）で廃止された（ p.228〜229）。

M
A
P
K
〜
O

2
部
1
章

海
かい
禁
きん
政策の転換２

朝
ちょう
貢
こう
貿易から民間貿易へ３
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マラッカ
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（1511）

ポルトガル
居住権獲得
（1557）
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後期倭寇
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メ
キ
シ
コ

朝
鮮
出
兵

16世紀～
17世紀前半

p.113

⑮豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の朝鮮出兵
　全国統一に成功した秀
吉は，積極的に東アジア海
域世界の支配をめざし，倭

わ

寇
こう

の取り締まりを強化し
て一部商人の海外渡航を
認めた。しかし朝鮮支配
を企図した２回の出兵は，
李
り
舜
しゅん
臣
しん
（ p.122 ）の活躍

や民衆のゲリラ戦，朝貢・
冊封関係にもとづく明の
援軍により失敗。以来，朝
鮮との国交は断絶したが，
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は対
つ し ま

馬藩
はん

を介して
関係改善に成功。明とは東
南アジア経由の朱

しゅ
印
いん
船
せん
貿

易を積極的に推進。写真は
丁
てい

酉
ゆう

倭
わ

乱
らん

の蔚
ウル

山
サン

城の戦い。

イ  スン シン

「
鎖
国
」

「
四
つ
の
口
」

明

清

朝鮮

アイヌ

日本

琉球

ヨーロッパの貿易拠点

フィリピン
スペイン領

広州

華僑の
東南アジア
への進出

スマトラ・ジャワ
オランダ領

朝貢・冊封関係

朝
貢
貿
易

互
市
貿
易

17世紀半ば～18世紀
＊�13の組合があったため「広東十三行」とよばれたが，その後，数は変動した。

世界
遺産

ひ とひ とひ と

　東南アジアや日本との密貿
易で巨

きょ

富
ふ

を獲得した海洋商人
で，明の海禁強化に抗

こう

して五
ご

島
とう

や平
ひら

戸
ど

を拠点に，後期倭
わ

寇
こう

の頭目として中国沿岸域を侵略。『鉄
てっ

炮
ぽう

記』
によると，1543年にポルトガル人を乗せ
て種

た

子
ねが

島
しま

に鉄砲を伝えたのも王直とされる。
p.154

王
おう

直
ちょく

（？〜1559）

倭寇の首領 王直の活動
…嘉靖十九（1540）年，海禁がまだそれほど
厳しくない時代に，王直は葉宗満とともに広東
にゆき，巨艦を建造し，硫黄や生糸など禁制
物品を積み込んで，日本やシャム，西洋（東南
アジア西部をいう）諸国にいたり，往来交易す
ること五，六年，はかり知れぬ巨富を積んだ。…

〈『籌海図編』 岸本美緒他著『世界の歴史⑫』〉

わ  こう おう ちょく

か せい かいきん

カントン

い おう

ちゅうかい ず へん

しょうそうまん

倭寇

明の官軍

A 後期倭
わ

寇
こう

の活動 p.37,115

B アジア海域への新興勢力参入 p.154〜155

⑪明の海禁が厳しく，再び倭
わ
寇
こう
が

活発化したため明は海禁を緩和。貿
易が促進されることにより，女真や日
本の織豊政権などの商業と軍事が結
びついた強力な新興勢力が台

たい
頭
とう
した。

⑫後期倭寇　16世紀に再び倭寇の活動が活発化。中国東南沿岸部の中国
人が多数加わったが，指導層は戦乱に長

た
けた日本人が多かった。本拠地は福

ふっ

建
けん
・浙

せっ
江
こう
南部から日本の九州西部までの広範囲に及んだ。南

ナン
京
キン
が包囲され，明

は1570年ごろに海禁の緩和を決断。写真は2010年に発見された「抗
こう
倭
わ
図巻」。

⑬マカオの天
てん

主
しゅ

堂
どう

　ポルトガル
はマカオを中国貿易の拠点として，
中国の生糸・絹織物，日本の金銀を
輸入し，ばくだいな利益を得た。

⑭ゼーランディア城　オランダの連合東インド会社
が，1624年台湾支配のために築いた城

じょう
塞
さい
。台湾はオラ

ンダの中国貿易の拠点だったが，清朝打倒をはかる鄭
てい
成
せい

功
こう
（ p.119）の来襲で61年に陥落した。

⑯清は1683年，鄭
てい
氏
し
一族を打

倒。海
かい
禁
きん
を解除し開放策に転じ，朝

貢貿易にかわり民間貿易である互
ご
市
し

貿易が主流となった。

⑰長崎港のようす　「鎖
さ
国
こく
」は国家による通交管理政策で，決

して国を鎖
とざ
してしまうものではない。長崎（オランダ・清），

対
つしま
馬（朝鮮），薩

さつ
摩
ま
（琉球）そして松

まつ
前
まえ
（アイヌ）の「四つの口」が窓

口となり，幕
ばく
府
ふ
は海外への門戸を開放しながら外国物産の安定

供給に努めた（ p.41）。

⑱公
コ

行
ホン

（広
カン

東
トン

十
じゅう

三
さん

行
こう
＊）　互市はヨーロッパ商船にも認めら

れたが，清は1757年以降，入港を広
こう
州
しゅう
一港に限定し，かつ特

許商人組合の公行のみに独占取引を認めた。公行は価格決定や
関税の徴収など広範囲な権限を与えられ，のちにアヘン戦争
（1840〜42）による南

ナン
京
キン
条約（1842）で廃止された（ p.228〜229）。

M
A
P
K
〜
O

2
部
1
章

海
かい
禁
きん
政策の転換２

朝
ちょう
貢
こう
貿易から民間貿易へ３

117

東
ア
ジ
ア

日
本

東
南
ア
ジ
ア

4 慶應義塾大学経済学部 /大阪大学 入試問題

▼〜16世紀頃の東アジア海域の貿易に関する論述を例に〜

……ポルトガルやスペインはアジア域内の貿易に参入し，Ｃポルトガル商人は日明貿易の主要な担い手にも
なった。日本の大名や商人もアジア諸地域との貿易を行い，こうした活発な貿易は17世紀前半まで続いた。

　下線部Ｃに関連して，ポルトガル商人が日本と明との間の貿易を中継するようになった背景について，取引
された主な商品と，明の貿易政策に触れながら，解答欄Ｂの所定の欄の範囲内（100字程度）で説明しなさい。

▼【2020年慶應義塾大学経済学部入試問題　第１問　問３】改

　朱印船のおもな渡航先は東南アジア各地と台湾で，とくにベトナム，シャム（タイ），ルソン（フィリピ
ン）などが上位を占めた。なぜ伝統的に最大の貿易相手だった中国大陸ではなく東南アジア・台湾に渡航し
たのか，またベトナム，シャム，ルソン三地域は当時どのような情勢だったかの二つの問題を説明しなさい

（180字程度）。

2007年大阪大学入試問題　第３問　問４　改類 題

　この問題では、16世紀頃の東アジア海域の貿易について、論述することが求められています。ここで押え
るべきポイントとしては、

⿠明は海禁政策で朝貢貿易を基本に、東南アジア諸国とは交易
⿠海禁緩和後も日本との貿易は禁止
⿠ポルトガルはマカオと平戸に拠点を持ち、日本産の銀と中国産の生糸を交換する中継貿易で利益を得ていた

ということが挙げられます。

　『タペストリー』p.37「日本と東アジア海域」（①）では、東アジア海域を一望できる図があり、各地の物
産が明示されています。また、地図上の説明文に番号がついているため、流れが理解できます。p.117⑪の
構造図（②）では、明の海禁政策及びその緩和が図で示されていて、日明貿易の特徴や背景が説明できるよ
うにしています。
　このテーマは、入試で頻出する傾向にありますが、上記のページを参考にすることで、論述の大枠をとら
えることができます。

論述のポイント

▼『タペストリー二十四訂版』p.37（発刊時より掲載）

▼『タペストリー二十四訂版』p.117（十六訂版より掲載）

①

②
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その時
経済は$ ドル＝ショックによる世界経済秩序の崩

ほ う

壊
か い

その時
日本は 日本を襲う2つのショックと沖縄復帰

スタグフレーション
　石油危機は，不況によ
る高止まりの失業率と，

インフレーションが沈静化しない
状況を併存させることとなった。
stagf lat ionとはinf lat ionと
stagnation（不景気）の合成語で
あり，1974年以降の経済状況を
示す。旧来の財政政策では解決で
きず，各国は対応に苦慮した。

テーマ

　沖縄はアメリカの極東政策の重要
地であり，1965年春からベトナム
に出撃するB52の発進基地となって
いた。しかしアメリカが，60年の
安保闘争の再来を恐れたことや，ベ
トナムなどへの過剰な介入を避ける
方針（ニクソン＝ドクトリン）から返
還に前向きであり，1972年に日本
に返還された。

沖縄復帰
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〈石油開発資料1986，ほか〉

⑫第1回主要先進国首脳会議  1975年，石油危
機・世界同時不況を西側先進国が経済協調により解
決するために行われた「経済サミット」。フランス大
統領ジスカールデスタンの呼びかけによる。

1956　スターリン批判

1969
中ソ国境紛争

接近

（国民）政府

中ソ論争

中ソ対立
互いに批判

対米強硬路線

・孤立化
・独自に核開発
（ソ連の脅威）←

・中印国境紛争
でインド支持
・中国への経済
的技術的援助
の停止

平和共存路線
中国

アメリカ・日本

ソ連

中国

台湾

ソ連

日本
アメリカ

文化大革命の
混乱

1972 日中国交正常化

1971 中国,国連加盟
1972 米中和解

冷戦

対立

べトナム
戦争の打開

孤立
p.300

西側 東側
第1回
（1975）
ランブイエ
（フランス）
世界経済の
再建を討議

第6回
（1980）
ヴェネツィア
（イタリア）
政治問題も
議題になる

第17回
（1991）
ロンドン

（イギリス）
ゴルバチョ
フ大統領を
招待　　　

第22回
（1996）
リヨン

（フランス）
経済のグロ
ーバル化へ
の対応検討

第26回
（2000）
九州・沖縄
（日本）

石油危機 アフガニスタン
侵攻（79） 日本の好景気 冷戦終結 グローバル化 ＩCＴ革命

第12回
（1986）
東  京
（日本）
7か国蔵相・
中央銀行
総裁会議
（G7）創設

ＩCＴ（情報
通信技術）
憲章

各国のドルから金への
交換要求

インフレによるアメリカの
競争力低下

ベトナム戦争の
戦費の増大

対外投資や
援助による
ドルの流出

米，際限なく
ドルを発行

激しいインフレーション

金とドルの交換を停止し，変動相場制へ

（　　　　　　　　　　　　　　　　）目的：ドルを切り下げることによって
自国経済を立て直す

国際経済の混乱を防ぐため，
固定相場制へ
一時的な解決にすぎず…

ドル=ショック

第1次石油危機
による石油価格の

上昇

第2次石油危機

1971 ニクソン声明

世界同時不況

不況，長期化

…スタグフレーション

対策
サミット開催

スミソニアン体制（1ドル＝308円）

1973 変動相場制へ
ブレトン＝ウッズ体制の崩壊

0

10,000

20,000

30,000

40,000

〈World Gold Council 資料〉

1948 （年）

（トン）

53 58 63 68 73 78

世界総量
アメリカ保有量

成長の追求

財政赤字 金との交換要求

パクス=
アメリカーナ
の維持

米 各国
国 内

矛盾

対 外

・自国の経済立て直しのため
にドルを切り下げて（ドルを安
くして）輸出を増やしたい
・通貨の流通量を増やして経
済成長を維持したい

・自国通貨が安い方
が輸出に有利

・もっているドルの資
産価値が急に減少
するのは避けたい
→急激なドル安を望
まず

 60年代  沖縄の祖国復帰運動高まる
 1968 ごろ  GNPが資本主義国で第２位に
   ○学生運動がさかんになる
   　○ベトナム戦争反対
   　○日米安保条約反対
 70  日本万国博覧会，大阪で開催
 71   ニクソン 訪中宣言
   　（第１次ニクソン=ショック）（訪中は72年）
    ドル=ショック
   　（第２次ニクソン=ショック）
   1ドル＝360円→308円に切り上げ
 72  沖縄復帰
   日中共同声明
   中国との国交回復，台湾と断交
 73  変動相場制に
    第１次石油危機（オイル=ショック）
   高度経済成長の終焉
 75  第１回サミットへの参加
 78  日中平和友好条約
 79  第２次石油危機

を訴える

⎱
⎰

60年代後半から70年代の日本の動き

モロ（伊）

三木（日）

ウィルソン（英）

フォード（米）

ジスカールデスタン（仏）

シュミット
（西独）

米中の接近，双方のおもわくは？ヒストリー
シアター

 1960 石油輸出国機構（OPEC）結成
  　  資源ナショナリズム

 67 第３次中東戦争
  OPEC，反イスラエルで
  結集せず

 68 アラブ石油輸出国機構
  （OAPEC）結成
 73 第4次中東戦争
  OPEC，石油価格の大幅引き
  上げを決定
  OAPEC，石油戦略発動
  　 イスラエル支持国への石油
  輸出を停止

  　  第1次石油危機

 79 イラン=イスラーム革命
  イランからの石油供給途絶
  湾岸諸国の政治的安定性
  への危惧

  　  第2次石油危機

p.290,293

p.290,293

p.291

⑤「プラハの春」の弾圧  1968年，チェコスロヴァキア共産党第一書
記ドプチェクは事前検閲の廃止や市場原理の導入など，自由化路線を進
めた。しかし，ソ連中心のワルシャワ条約機構軍の侵攻により（チェコ
事件），ドプチェクらは逮捕され，短い「春」は終わった。チェコスロヴ
ァキアへの内政干渉は，当時ソ連の書記長であったブレジネフがとなえ
た「社会主義諸国の全体利益は各国の個別利益よりも優先される」という
ブレジネフ＝ドクトリン（制限主権論）によって正当化された。

⑩米ドルと金の
交換停止を発表す
るニクソン  1944
年以来，ドルは世界
唯
ゆい

一
いつ

の兌
だ
換
かん
通貨であ

ったが，その国際的
ルールが放棄され，
国際経済は歯止めを
無くした。

⑪ドルをとりまく各国
の状況  ニクソン声明の発
表後，金本位制のくびきか
ら解放されたアメリカは，
国内のドルの流通量を増や
すことで，国内の経済を活
性化させようとした。しか
し，ドルの供給量が急激に
増えた分，インフレとなっ
た。同時に，石油危機によっ
て不況を招くこととなった。

⑯沖縄の位置関係

⑨アメリカの金の保有量の推移

パクス＝アメリカーナの終
しゅう

焉
えん

サミット開催

ドル＝ショック

⑬サミットの議題の変
へん

遷
せん

確認
① 金の保有量の少なくなったアメリカはどのような政策に

踏み切ったか？
② この時期に起こった，石油価格の上昇を引き起こしたで

きごとを何というか？

⑧石油価格の変動  1973年の第4次中東戦争を契機に，石油輸出国
機構（OPEC）湾岸6か国は原油価格を引き上げた。また，アラブ石油輸
出国機構（OAPEC）も石油生産の削減や輸出制限による石油戦略を行使
したことで，資源ナショナリズムが高まり，資源は武器となった。
OAPECの世界の原油生産に占める割合は今でも大きく，90年のイラク
によるクウェート侵攻時に値上がりしたように，中東情勢は原油価格に
連動する。石油に依存する生活が続く限り，中東情勢は世界の注目を集
め続けると考えられる。 p.290

⑥アラブ石油輸出国機構（OAPEC）の結成

⑦世界の原油生産とOAPECのシェア

③ベトナム反戦運動  ベトナム戦争の泥
どろ

沼
ぬま

化と反
戦運動の高まりのなか，アメリカでは銃口に花をさすフ
ラワーチルドレンとよばれる若者も現れた。この戦争
をアメリカは「正義の戦争」と定義づけたが，最終的に
敗北，南北ベトナムの統一が実現した。 p.281，298

④枯
かれ

葉
は

剤
ざい

の散布  南ベトナム解放民族
戦線がジャングルに隠れ，ゲリラ作戦が
できないようにするためアメリカ軍は枯
葉剤をまいた。枯葉剤にはダイオキシン
が混入しており，流産や奇形児が増加し
たといわれる。 p.298

①ニクソン訪中  ベトナムからの「名誉ある撤
てっ

退
たい

」を最優先とする米大統領
ニクソン（任1969〜74）は，対中政策の修正のためにまず大統領補佐官のキ
ッシンジャーを訪中させ，自身も訪中した。中国も中ソ対立のなかで対米和
解と国連加盟をねらったため，1972年に米中和解が実現した。頭越し外交を
された日本や，米中対立が外交の基軸であった朝鮮半島には激震がはしった。

②中ソ国境紛争  1960〜70年代に
かけて続発。とくに，中ソ国境のウスリ
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宝
ぽう

島
とう
（ダマンスキー島）で

1969年に起きた武力衝突では，戦死者
も出て，中ソ対立は頂点に達した。
1991年に中国領とすることで合意した。

　　ニクソンが訪中したとき，アメリカはどのような問題を抱えていただろうか。
また，そのとき中国は国際関係のなかでどのような動きをしていただろうか。

よ み

と き

⑭日中国交正常化  田中
角
かく

栄
えい

（任1972〜74）内閣は
日中関係を外交の最重要事
項と位置づけ，1972年9月29
日「日本国政府と中華人民共
和国政府の共同声明（日中共
同声明）」に調印。この後，日
本は中華人民共和国を唯一
の中国政府と認め台湾（中華
民国国民政府）と断交した。

⑮石油危機による品不足  石
油危機（オイル＝ショック）によっ
て，日本では広

こう
範
はん

な便乗値上げが
行われ狂乱物価とよばれる物価高

こう

騰
とう

を招いた。この現象は人心の混
乱を招くとともに高度経済成長の
終わりを実感させた。大都市圏で
トイレットペーパーや灯油の買い
占めが起こった。

ニクソン（米）

周恩来（中）

田中角栄（日）

周恩来（中）
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シャムの使節

第二帝政 第二共和政 七月王政

Ⓒカヴェニャック Ⓑラマルティーヌ Ⓐルイ＝フィリップⒹルイ＝ナポレオン
（ナポレオン3世）

Ⓒ-Ⓑとも大統領
選挙でルイ＝ナポ
レオンに敗れた

ナポレオン3世 皇妃ウージェニー

ジブチ

アルジェリア

0°

しっつい

1858
日仏修好通商条約

1860
シリア

1866
普墺（プロイセン-オーストリア）戦争

1870～71
普仏（プロイセン-フランス）戦争
→失敗→第二帝政崩壊

1863～64　
ポーランド1月蜂起

1853～56
クリミア戦争

1856～60
アロー戦争
（第2次アヘン戦争）
1858～67
インドシナ出兵
（仏越戦争1858～62）

1861～67
メキシコ出兵
→失敗
→第二帝政の
　威信失墜

1859
イタリア統一戦争

1868
スペイン

1869
スエズ運河開通

ほう  き

しっつい

ニューカレドニア

サイゴン
コーチシナ

カンボジア

広州湾

タヒチ→

太
平
洋

イ  ン  ド  洋

大

西

洋参戦
政治的干渉
七月王政時代までの獲得
第二共和政～第二帝政までの獲得
第三共和政時代の獲得

その他

江

　
　戸
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　代
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　代
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　代

日本
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1792

1804
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政　　体
ブルボン朝（絶対王政） 

第一共和政 

第一帝政

ブルボン復古
王政

七月王政

第二共和政

第二帝政

第三共和政

ヴィシー政府
臨時政府（共和政）

第四共和政

第五共和政

主　　要　　事　　項
1789　フランス革命
    93　ルイ16世処刑
        　恐怖政治（山岳派独裁，～94）

1814　ウィーン会議（～15）

1830　アルジェリア出兵
1830　七月革命 　七月王政樹立

1848　二月革命 第二共和政確立
 臨時政府，国立作業場創設
 四月普通選挙→六月暴動（蜂起）

1851　クーデタ
    52　国民投票　　　　　帝政宣言

1853　パリ大改造（～70）
 クリミア戦争（～56）
    55　パリ万国博覧会
    56　アロー戦争（～60）
    58　インドシナ出兵（～67）
    59　イタリア統一戦争
    61　メキシコ出兵（～67）
    70　普仏戦争（～71，　　　  ）中，

セダンで捕虜となり退位 
 　　　　　　対外進出の活性化
1870　臨時国防政府成立
    71　臨時政府（初代大統領ティエール，～73）
 パリ=コミューン（3月～5月）
 アルザス・ロレーヌをプロイセンに割譲
    75　第三共和政憲法制定
 　　　　　　第三共和政確立
    81　チュニジア保護国化
    87　ブーランジェ事件（～91）
 仏領インドシナ連邦成立
    89　パリ万国博覧会
    91　露仏同盟成立（～94）
    94　ドレフュス事件（～99）
1901　急進社会党結成
    14　第一次世界大戦（～18）
    36　ブルム人民戦線内閣（～37）
    39　第二次世界大戦（～45）
    40　フランス降伏

1946　第四共和政憲法制定
    46　インドシナ戦争（～54）
    54　アルジェリア戦争（～62）

70

皇帝：ナポレオン１世  位1804～14，15

国王：ルイ18世  位1814～24
国王：シャルル10世  位1824～30

皇帝：ナポレオン3世  位1852～70

主席：ド=ゴール
国家主席：ペタン

初代大統領：ド=ゴール

国王：ルイ=フィリップ  位1830～48

大統領：ルイ=ナポレオン

権
威
帝
政

自
由
帝
政

p.188

p.192

p.202

p.254

p.298
p.288

p.205

p.229
p.226

p.200

p.201

フランス政体の変化 p.284▶◀p.190,192

皇帝ナポレオン3世
・行政・軍事・外交権集中 
・形式上は議会政治，普通選挙
①産業投資・植民地拡大＊
　←産業資本家の支持
②公共事業（鉄道・道路拡張）＊
　←労働者の支持
③土地所有権の保護
　←農民の支持
④皇帝として君臨
　←カトリック教会の支持

ひ とひ とひ と

　スペインの名門貴族に生まれ，ナポレオン3世
に嫁ぐ。1869年11月のスエズ運河開通式に彼女
が主

しゅ

賓
ひん

として招かれたのは，エジプト太守が彼女
を思

し

慕
ぼ

していたからだとされる。また，パリのオ
ペラ座（オペラ＝ガルニエ）を模したものがカイロ
につくられ，ヴェルディ（ p.200）に「アイーダ」の
作曲が依頼されたが，式典には間に合わなかった。

皇妃ウージェニー（　　  ）1826〜
　1920

現在，フランスでは日本のような新聞の宅配はされていないが，19世紀の新聞宅配先進国はフランスであった。第二帝政時代の鉄道普及が地方まで宅配を可能にしたのである。今日とのつながり

最後に来たのは？皇帝ナポレオン3世！ヒストリー
シアター

①フランス政体の風刺画  あとから来るものが前任者
を権力の座から追い落としていくさまを風刺している。

②シャム（タイ）王の使節と会う皇帝夫妻  ナポレオン3世は，伯
お

父
じ

ナポレオン1世の名声を利用し，
クーデターによって皇帝になった。この絵はナポレオン1世の戴

たい
冠
かん

式
しき
（ p.190①）を思い起こさせる。

また，フランスとイギリスの植民地の狭
はざ

間
ま

で独立を維持するシャムの外交もうかがえる。

③フランスの対外進出

　　Ⓐの前とⒹの後ろを描くとすれば，誰を描けばよいか，
年表を参考にして考えてみよう。また，なぜⒹが登場した
のか，その背景を考えてみよう。

よ み

と き

④ボナパルティズム ＊ナポレオン３世は，①や②などサン＝シモン（ p.182）主義的な経済政策を行ったため，「馬上のサン＝シモン」とよばれた。

⑥パリ＝コミュー
ンの最

さい

期
ご

　1871年3
月，国民衛兵とパリ
民衆による自治政府

（パリ＝コミューン）
が成立した。ティエ
ール臨時政府はドイ
ツの支援を受け，自
治政府を攻撃。コミ
ューン派の市民や兵
士を弾圧した。

⑤赤い布を腰に巻くコミューン
派  革命の色である赤い布を，仲間
の結束と戦意高揚を示す目印とした。
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5 6慶應義塾大学経済学部 入試問題 慶應義塾大学経済学部 入試問題

▼ ▼〜「プラハの春」に関する論述を例に〜 〜フランス政体の変化に関する論述を例に〜

　ベルリンの壁が建造された1960年代に起こった「プラハの春」とそれに対するソ連の対応について，制限
主権論という概念を用いて，解答欄Bの所定の欄の範囲内（120字程度）で説明しなさい。

▼【2019年慶應義塾大学経済学部入試問題　第３問　問17】改

……1848年2月に樹立された第二共和政がどのように終焉したか，解答欄Ｂの所定の欄の範囲内（60字程度）
で説明しなさい。

▼【2019年慶應義塾大学経済学部入試問題　第１問　問６】改

　この問題では、「プラハの春」について、「制限主権論」という概念を用いて説明することが求められてい
ます。この問題で押さえるべきポイントとしては、

⿠チェコスロヴァキアのドプチェク（共産党第一書記）が民主化運動/自由化路線を開始　
⿠（ソ連の）ブレジネフ書記長が、社会主義諸国の全体利益は各国の利益より優先されるという制限主権論で、ワル

シャワ条約機構軍を動員して、運動を弾圧/内政干渉を正当化　　＊（　）は省略可　/ は別解

ということが挙げられます。

　『タペストリー』p.268⑤「「プラハの春」の弾圧」（①）では、「制限主権論」という概念を用いて、解説
文が記されているため、「プラハの春」と「制限主権論」を関連付けて理解し、この論述の大枠をとらえるこ
とができます。

論述のポイント
　この問題では、二月革命以後のフランス政体の変化について説明することが求められています。この問題
で押さえるべきポイントとしては、

⿠ルイ = ナポレオンが1848年の選挙で大統領に、その後、クーデタで独裁権を握り、国民投票で皇帝となる
ということが挙げられます。

　『タペストリー』p.198の年表（②）では、第二共和制から第二帝政に移行するまでの主要事項と、時の国
王および皇帝の変遷を確認することができます。とくに、ナポレオン3世が、クーデター、国民投票を経て
皇帝の地位を得ることがわかるため、論述のポイントを押さえることができます。

論述のポイント

▲『タペストリー二十四訂版』p.268（十一訂版より「制限主権論」についても解説で言及） ▲『タペストリー二十四訂版』p.198（三訂版より現在の表現で掲載）

①

②
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早稲田大学法学部 入試問題
〜17世紀頃のヨーロッパの主導権争いに関する論述を例に〜 7

国 王
権力集中

常備軍
ヨーロッパ
最大の陸軍

侵
略
戦
争

官僚

農　　民（第三身分）

 議会（三部会）
1615～1788年は召集されなかった

（第一身分）

地代徴収

徴
税

聖職者
（第二身分） （第三身分）
貴　族

王に廷臣・官僚・
軍人として仕える

商工業者・法律
家などの代表

市　民特
権
身
分

財の動き

絶
対
王
政
の
過
渡
期

ヴ
ァ
ロ
ワ
朝

確

　
　
立

　
　
期

全

　
　
盛

　
　
期

衰 

退 

期

ブ

　
　
　
ル

　
　
　
ボ

　
　
　
ン

　
　
　
朝

p.170，186

p.176

p.174

1453   シャルル7世 位1422～61 ，百年戦争に勝利
 94  シャルル8世 位1483～98 ，イタリア遠征
  イタリア戦争始まる（～1559）
1521   フランソワ1世 位1515～47 ，神聖ローマ皇帝
  カール5世と対立　イタリア戦争激化

  シャルル9世 位1560～74
1562  ユグノー戦争始まる（～98） 宗教的対立
 72 サン=バルテルミの虐殺

  アンリ4世  位1589～1610
1589  ナヴァル（ナバラ）王アンリ即位（アンリ4世），
   ブルボン朝 始まる
 93 アンリ4世，カトリックに改宗
 98 ナントの王令
  →ユグノー戦争終結　　  宗教内乱終結
1604  フランス東インド会社設立
 08 ケベック市建設（カナダ植民の拠点）

  ルイ13世  位1610～43
1614  三部会召集（～15）
 15 三部会解散（以後，1789年まで召集せず）
 24 宰相リシュリュー（任～42）
 35 リシュリュー，アカデミー=フランセーズ創設
  三十年戦争に新教側にたち介入
  ルイ14世〈太陽王〉 位1643～1715
1642  宰相マザラン（任～61）
 48 フロンドの乱（～53，フランス最後の貴族・
  高等法院による反乱）
  ウェストファリア条約（アルザスの領有権獲得）
 61 ルイ14世親政開始　　　　王権最盛期
  ヴェルサイユ宮殿造営開始
 64 フランス西インド会社設立，東インド会社再建
 65 財務総監コルベール（任～83）の重商主義政策
 66 フランス科学アカデミー創設
 67 南ネーデルランド継承戦争（～68）
 72 オランダ侵略戦争（～78）
 82 ルイジアナ植民地建設
 85 ナントの王令廃止
  →ユグノーの商工業者亡命　 財政悪化
 88 プファルツ（ファルツ）継承戦争（～97）
1701  スペイン継承戦争（～13）→13ユトレヒト条約

  ルイ15世  位1715～74
1740  オーストリア継承戦争（～48）
  →48 アーヘン和約
 55 フレンチ-インディアン戦争（～63）
 56 七年戦争（～63）→63 パリ条約
 62 ルソー『社会契約論』

p.188

p.169

p.169

さいしょう

ぎゃくさつ
p.163

p.163

青字 文化に関する事項

フランス絶対王政の展開 p.188▶◀p.150

原因

結果

原因

結果

原因

結果

原因

結果

●①南ネーデルランド継承戦争（1667～68）

●③プファルツ（ファルツ）継承戦争（1688～97）

●②オランダ侵略戦争（1672～78）

●④スペイン継承戦争（1701～13）

スペイン領ネーデルラ
ンドの継承権を主張

アーヘン条約（1668）
フランドルの一部を獲得

プファルツ選帝侯領の
継承権主張

ライスワイク条約
（1697）
ウィリアム3世のイギリ
ス王位承認

南ネーデルランド継承
戦争時の報復

ナイメーヘンの和約
（1678）
スペイン領ネーデルラ
ンドとフランドルの一
部獲得

フェリペ5世のスペイン王位継承
の承認。スペイン領のジブラルタ
ル，ミノルカ島，フランス領のハド
ソン湾，ニューファンドランド，アカ
ディアをイギリスに割譲

フランス

フランス フランス
（ブルボン家）

オーストリア
（ハプスブルク家）

ドイツ皇帝
・諸侯

スペイン

イギリス

イギリス

オランダ

オランダ

オランダプロイセン

イギリス

スペイン

1674年講和

ドイツ皇帝
・諸侯

イギリス

アウクスブルク同盟

スペイン

スペイン

フランス オランダ

イギリス

スウェーデンスウェーデン

スウェーデン

ユトレヒト条約（1713）

孫のフェリペ5世のスペイン
王位継承に各国が反対

p.40

ひ とひ とひ と

　ルイ13世の宰相リシュリューはフランス優位の体制確立のた
め三十年戦争に介入してハプスブルク家を抑えた。ルイ14世の
親政以前の宰相マザランは幼いルイを助け，フロンドの乱を鎮圧
した。また，親政開始後，ルイ14世はコルベールを財務総監と
して重用し，重商主義政策をおし進めた。 p.177

絶対王政を支えた人々

④リシュリュー
（1585〜1642）

⑤マザラン
（1602〜61）

国内

対外

王立マニュファクチュアの
設立

①保護関税政策
　関税を課して輸入を抑制し，
　毛織物やゴブラン織を保護
②排他主義
　植民地貿易から外国人排除
③東インド会社などの特権的
　貿易会社を再建・育成

⑥コルベ
ール

（1619〜83）

⑦コルベールの重商主義政策
　（コルベール主義）

朕
ち ん

は浪費家の太陽王なりヒストリー
シアター

フランス絶対王政のしくみ〜“朕ちんは国家なり”１

ルイ14世の対外戦争〜“領土の拡大は最も気持ちのよい仕事である”２

フランス料理は，イタリアからアンリ2世に嫁いだカトリーヌ＝ド＝メディシス（ p.163）によって16世紀にもた
らされ，ルイ14世の時代にはとても豪華な宮廷料理となった。今日とのつながり

　　図①のルイ14世は
どんな姿で描かれてい
るだろうか。また，壮
大な宮殿の建設やたび
重なる戦争はどんなこ
とを引き起こしただろ
う。

よ み

と き

①ルイ14世（1638
〜1715）  5歳で即位
し，補佐を行ってい
た宰

さい
相
しょう
マザランの死

後，1661年に親政
を開始。フランス絶
対王政の全盛期を現
出させた「太陽王」。
“朕は国家なり”と語
ったと伝えられる。
自然国境説にもとづ
き，たび重なる侵略
戦争を行い，国家財
政の悪化を招いた。

②ヴェルサイユ宮殿  パ
リ南西に位置し，広大な敷
地にルイ14世が20年以上
の歳月をかけてつくったバ
ロック建築の傑作。壮麗な
宮廷生活が営まれた。
 p.178

③アンリ4世の改
宗  ユグノーからカ
トリックに改宗する
一方で，ナントの王
令を発してユグノー
に信仰の自由を認め
た。新教・旧教によ
る内乱を終結させ，
一つの国家としての
まとまりを求めた。

世界
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構造図1688～97
 プファルツ継承戦争
 （ファルツ）

1689～97
 ウィリアム王戦争

1697 ライスワイク条約
・決定的な勝利なく，引き分け
1701～13
 スペイン継承戦争

1702～13
 アン女王戦争

1740～48
 オーストリア継承戦争

1744～48
 ジョージ王戦争

1756～63
 七年戦争

1755～63
フレンチ-インディアン戦争

1792～1815
 フランス革命戦争・ナポレオン戦争

1775～83
 アメリカ独立戦争

1757
 プラッシーの戦い

1744～48，
    50～54，58～61
 カーナティック（カル
 ナータカ）戦争

1763 パリ条約

1713 ユトレヒト条約

1714 ラシュタット条約

ヨーロッパでの戦争 北米での戦争

インドでの戦争

p.168

構造図 p.168

1568～1609
 オランダ独立戦争
1588
 英，無敵艦隊撃破

1618～48
 三十年戦争
1623
 アンボイナ事件

1642
 ピューリタン革命
1648
 ウェストファリア条約
1648～53
 フロンドの乱
1651
 英，航海法を制定
1652～74
 英蘭（イギリス-オランダ）戦争
1672～78
 オランダ侵略戦争

1688～89
 名誉革命

○｢新大陸｣の支配（エンコ
　ミエンダ），銀山採掘

1521 メキシコ（ヌエバエ
 スパーニャ）へ

1533 ペルーへ

1607 ヴァージニアへ
1608 ケベックへ

1620
 ニューイングランドへ

1626 
 ニューアムステルダムへ

1655 ジャマイカへ
1664 ニューヨークへ

1682 ルイジアナへ

17世紀末  ハイチへ

1557 マカオへ
1571 マニラへ

1510 ゴアへ

○アジア貿易に積極的に
　参入

1511 マラッカへ
1532 ブラジルへ

1619 バタヴィアへ
1624 
 ゼーランディア城(台湾)へ
1639 マドラスへ
1641 マラッカへ

1652 ケープ植民地へ
1661 ボンベイへ

1673 シャンデルナゴルへ
1674 ポンディシェリへ

1600
 イギリス東インド会社設立
1602 連合東インド会社
（オランダ東インド会社）設立
1604
 フランス東インド会社設立

1690 カルカッタへ

構造図 p.174

構造図 p.174

1783　パリ条約

・イギリスが，フランスとスペインの海外領土の多くを得る
スペイン→英：ジブラルタル・ミノルカ島
仏→英：ハドソン湾地方・ニューファンドランド・アカディア
・イギリス，アシエント（スペイン領アメリカに対する奴隷供給請負契約）を獲得

ヨーロッパでの戦争

「新大陸」への進出 アジアへの進出

1748
・英仏双方が占領地を奪還

アーヘン和約

仏→英：カナダ・ミシシッピ川以東のルイジアナ・ドミニカ・セネガル（83年再び仏領）
仏→スペイン：ミシシッピ川以西のルイジアナ　スペイン→英：フロリダ

・イギリス勝利

フランス，インドの植民地放棄　北アメリカから撤退

英→米：独立を承認，ミシシッピ川以東のルイジアナを割譲

1688～1815 第2次英仏百年戦争

む てきかんたい

ス
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イ
ン

ポ
ル
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ル
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ラ
ン
ダ

イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

ポルトガル
スペイン
オランダ
フランス
イギリス

主導権争いと植民地戦争

オランダ
86％

スイス 4
その他 10

オランダ
89％

ドイツ 4
その他 5

（1750年）　総額　380万ポンド （1750年）　総額　76万ポンド

イタリア 2

北
米
植
民
地

ニュ
ー
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

ブ
ラ
ジ
ル

オランダ

バタヴィア

東欧
中国 日本
広州 長崎

アチェ王国 マタラム王国

穀物・帆布・
材木

バルト海貿易

インド航路
確保

砂
糖 ケープ

植民地

モルッカ
諸島

民間貿易（互市）
アジア内貿易

「鎖国」

銀

香辛料

オランダ拠点

オランダに抵抗したが，
18～20世紀初頭に植民地化

イギリス
13植民地

中国

インド

北米植民地

大西洋
三角貿易

茶・陶磁器

キャラコ・藍

たばこ・綿花

西アフリカ

カリブ海
諸島

綿
織
物・武
器・雑
貨

砂糖
・綿
花・染

料

奴隷＊
ど  れい

p.40,184

p.38
＊総数1250万人

巻頭 10

巻頭 10

東インド会社
　オランダ・イ
ギリス・フラン

スなどのヨーロッパ諸国
が，アジアとの交易の独
占権を認めた会社。各国
の東インド会社は，条約
締結や軍事力の行使な
ど，国家権力の代行権限
をも認められていた。

p.165,166

A オランダと世界貿易

A イギリスと世界貿易

②各国別＊イングランド銀
行への投資〈『近代国際経済要覧』
東大出版会〉

③各国別＊イギリス東イン
ド会社への投資〈『近代国際経済
要覧』東大出版会〉

●オランダはなぜ発展したか（17世紀）
・バルト海貿易において圧倒的優位を得る。
・自国の商工業（毛織物業・造船業・陶器業）・漁業（にしん・

捕
ほ

鯨
げい

）・干拓による農業の発展。
・東南アジアのモルッカ（マルク）諸島（香料諸島），マラッカ
を支配，イギリスを追放。

・首都アムステルダムに資金の多くが集中，金融市場の中
心になった。

・ヨーロッパで唯一，「鎖国」中の日本と銀などを取り引きした。

巻頭 14

●オランダからイギリスへ覇権が移ったのはなぜか
・3度にわたる英蘭（イギリス−オランダ）戦争により，打撃

をこうむった。
・オランダの主力商品 アジアの香辛料の人気が落ちた。
・イギリスの主力商品であったインドの綿布（キャラコ）が大

流行し始めた。 p.180
・名誉革命でオランダ総督をイギリス国王に迎え，オラン
ダ資金がイギリスの産業に投資されるようになった。

●イギリスはなぜフランスに勝ったのか
◎ 戦費調達能力が高かったため

［その理由］
・議会の承認により税収のほとんどを軍事費に投入できた
（フランスは国王の浪費も財政に影響した）。

・議会が保証するイギリス国債の信用が高く，臨時の資金
調達能力もすぐれていた（財政革命）。

・フランスでは徴税権をもつ貴族が多く，国の収入が少な
かった。

①オランダ連合東イ
ンド会社（VOC）向けの
有
あり

田
た

焼
やき

  景
けい
徳
とく
鎮
ちん
（ p.108）

の代替品として日本の有
田焼が多く輸出された。

＊イギリス国内の投資は含まず
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17世紀のヨーロッパと世界貿易１

18世紀のヨーロッパと世界貿易２
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構造図1688～97
 プファルツ継承戦争
 （ファルツ）

1689～97
 ウィリアム王戦争

1697 ライスワイク条約
・決定的な勝利なく，引き分け
1701～13
 スペイン継承戦争

1702～13
 アン女王戦争

1740～48
 オーストリア継承戦争

1744～48
 ジョージ王戦争

1756～63
 七年戦争

1755～63
フレンチ-インディアン戦争

1792～1815
 フランス革命戦争・ナポレオン戦争

1775～83
 アメリカ独立戦争

1757
 プラッシーの戦い

1744～48，
    50～54，58～61
 カーナティック（カル
 ナータカ）戦争

1763 パリ条約

1713 ユトレヒト条約

1714 ラシュタット条約

ヨーロッパでの戦争 北米での戦争

インドでの戦争

p.168

構造図 p.168

1568～1609
 オランダ独立戦争
1588
 英，無敵艦隊撃破

1618～48
 三十年戦争
1623
 アンボイナ事件

1642
 ピューリタン革命
1648
 ウェストファリア条約
1648～53
 フロンドの乱
1651
 英，航海法を制定
1652～74
 英蘭（イギリス-オランダ）戦争
1672～78
 オランダ侵略戦争

1688～89
 名誉革命

○｢新大陸｣の支配（エンコ
　ミエンダ），銀山採掘

1521 メキシコ（ヌエバエ
 スパーニャ）へ

1533 ペルーへ

1607 ヴァージニアへ
1608 ケベックへ

1620
 ニューイングランドへ

1626 
 ニューアムステルダムへ

1655 ジャマイカへ
1664 ニューヨークへ

1682 ルイジアナへ

17世紀末  ハイチへ

1557 マカオへ
1571 マニラへ

1510 ゴアへ

○アジア貿易に積極的に
　参入

1511 マラッカへ
1532 ブラジルへ

1619 バタヴィアへ
1624 
 ゼーランディア城(台湾)へ
1639 マドラスへ
1641 マラッカへ

1652 ケープ植民地へ
1661 ボンベイへ

1673 シャンデルナゴルへ
1674 ポンディシェリへ

1600
 イギリス東インド会社設立
1602 連合東インド会社
（オランダ東インド会社）設立
1604
 フランス東インド会社設立

1690 カルカッタへ

構造図 p.174

構造図 p.174

1783　パリ条約

・イギリスが，フランスとスペインの海外領土の多くを得る
スペイン→英：ジブラルタル・ミノルカ島
仏→英：ハドソン湾地方・ニューファンドランド・アカディア
・イギリス，アシエント（スペイン領アメリカに対する奴隷供給請負契約）を獲得

ヨーロッパでの戦争

「新大陸」への進出 アジアへの進出

1748
・英仏双方が占領地を奪還

アーヘン和約

仏→英：カナダ・ミシシッピ川以東のルイジアナ・ドミニカ・セネガル（83年再び仏領）
仏→スペイン：ミシシッピ川以西のルイジアナ　スペイン→英：フロリダ

・イギリス勝利

フランス，インドの植民地放棄　北アメリカから撤退

英→米：独立を承認，ミシシッピ川以東のルイジアナを割譲

1688～1815 第2次英仏百年戦争

む てきかんたい

ス
ペ
イ
ン

ポ
ル
ト
ガ
ル

オ
ラ
ン
ダ

イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス

フ
ラ
ン
ス

ポルトガル
スペイン
オランダ
フランス
イギリス

主導権争いと植民地戦争

オランダ
86％

スイス 4
その他 10

オランダ
89％

ドイツ 4
その他 5

（1750年）　総額　380万ポンド （1750年）　総額　76万ポンド

イタリア 2

北
米
植
民
地

ニュ
ー
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

ブ
ラ
ジ
ル

オランダ

バタヴィア

東欧
中国 日本
広州 長崎

アチェ王国 マタラム王国

穀物・帆布・
材木

バルト海貿易

インド航路
確保

砂
糖 ケープ

植民地

モルッカ
諸島

民間貿易（互市）
アジア内貿易

「鎖国」

銀

香辛料

オランダ拠点

オランダに抵抗したが，
18～20世紀初頭に植民地化

イギリス
13植民地

中国

インド

北米植民地

大西洋
三角貿易

茶・陶磁器

キャラコ・藍

たばこ・綿花

西アフリカ

カリブ海
諸島

綿
織
物・武
器・雑
貨

砂糖
・綿
花・染

料

奴隷＊
ど  れい

p.40,184

p.38
＊総数1250万人

巻頭 10

巻頭 10

東インド会社
　オランダ・イ
ギリス・フラン

スなどのヨーロッパ諸国
が，アジアとの交易の独
占権を認めた会社。各国
の東インド会社は，条約
締結や軍事力の行使な
ど，国家権力の代行権限
をも認められていた。

p.165,166

A オランダと世界貿易

A イギリスと世界貿易

②各国別＊イングランド銀
行への投資〈『近代国際経済要覧』
東大出版会〉

③各国別＊イギリス東イン
ド会社への投資〈『近代国際経済
要覧』東大出版会〉

●オランダはなぜ発展したか（17世紀）
・バルト海貿易において圧倒的優位を得る。
・自国の商工業（毛織物業・造船業・陶器業）・漁業（にしん・

捕
ほ

鯨
げい

）・干拓による農業の発展。
・東南アジアのモルッカ（マルク）諸島（香料諸島），マラッカ
を支配，イギリスを追放。

・首都アムステルダムに資金の多くが集中，金融市場の中
心になった。

・ヨーロッパで唯一，「鎖国」中の日本と銀などを取り引きした。

巻頭 14

●オランダからイギリスへ覇権が移ったのはなぜか
・3度にわたる英蘭（イギリス−オランダ）戦争により，打撃

をこうむった。
・オランダの主力商品 アジアの香辛料の人気が落ちた。
・イギリスの主力商品であったインドの綿布（キャラコ）が大

流行し始めた。 p.180
・名誉革命でオランダ総督をイギリス国王に迎え，オラン
ダ資金がイギリスの産業に投資されるようになった。

●イギリスはなぜフランスに勝ったのか
◎ 戦費調達能力が高かったため

［その理由］
・議会の承認により税収のほとんどを軍事費に投入できた
（フランスは国王の浪費も財政に影響した）。

・議会が保証するイギリス国債の信用が高く，臨時の資金
調達能力もすぐれていた（財政革命）。

・フランスでは徴税権をもつ貴族が多く，国の収入が少な
かった。

①オランダ連合東イ
ンド会社（VOC）向けの
有
あり

田
た

焼
やき

  景
けい
徳
とく
鎮
ちん
（ p.108）

の代替品として日本の有
田焼が多く輸出された。

＊イギリス国内の投資は含まず
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巻頭 10

p.184p.184

17世紀のヨーロッパと世界貿易１

18世紀のヨーロッパと世界貿易２

170 特集

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近世ヨーロッパの主導権争いと植民地戦争7 早稲田大学法学部 入試問題

▼〜17世紀頃のヨーロッパの主導権争いに関する論述を例に〜

　イギリスとオランダ（英・蘭）は，歴史上，いくつかの局面で重要な関係を持ってきたが，17世紀におけ
る両国の友好関係と敵対（対立）関係について，次の語句（順序を問わない）を用いて，200字以上250字以
内で記述しなさい。なお，句読点，数字は１字に数え，所定の語句には必ず下線を付しなさい。 

名誉革命　　アンボイナ事件　　ルイ14世　　英蘭戦争

▼【2012年早稲田大学法学部入試問題　第５問】改

　この問題は、17世紀の覇権国家オランダに対し、イギリス・フランスが対抗する。オランダは、航海法を
機に英蘭戦争、さらにフランスのルイ14世の侵攻をうける。しかし名誉革命によって、オランダはイギリス
と同君連合となり、両国でフランスに対抗という流れが論述の大枠になります。

　この問題で押さえるべき点としては、
⿠オランダがアンボイナ事件でイギリスに敵対
⿠イギリスは航海法でオランダに対抗→英蘭戦争へ
⿠ルイ14世がオランダ侵略戦争を開始→イギリスはオランダを支援（＝友好）
⿠名誉革命で、オランダとイギリスは同君連合（＝友好）に

ということが挙げられます。

　上記のうち、「ルイ14世がオランダ侵略戦争を開始→イギリスはオランダを支援（＝友好）」は難しいです
が、『タペストリー』p.168「オランダ侵略戦争」の構造図（①）には、1674年にイギリスとオランダの講
和が成立したことを記載しています。また、『タペストリー』p.170「主導権争いと植民地戦争」の構造図

（②）では、名誉革命の後にオランダの軸の色が薄まり、イギリスの軸が斜めに入ってきており、同君連合が
わかりやすく表現されています。これによって、ヨーロッパの対立軸が、蘭vs英仏から、英（蘭）vs仏に変
わったことがわかるため、この論述のポイントを押さえることができます。

　なお、このページ（ヨーロッパの主導権争いに関連するページ）に掲載しているそれぞれの事項は、経済
覇権の推移として、入試の頻出テーマであるため、多くの大学の入試対策をすることができます。

論述のポイント
▲『タペストリー二十四訂版』p.168（発刊時より掲載）

▲『タペストリー二十四訂版』p.170（十五訂版より現在の表現で掲載）

①

②
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北海道大学 入試問題
〜ノルマン人に関する論述を例に〜 8

オール

マスト

ダブリン

アンティオキア

カディス

ボルドー

ヨーク

レーゲンス
　　ブルク

ナポリ

ルアン

ヘースティングズ

グラン

チュニス

マラガ

レヒフェルト

ノヴゴロド

キエフ

コンスタンティノープル
ローマ

パリ

ロンドン

ヴェネツィア

パレルモ

コルドバ

ラドガ湖

北  海

ボ
ス

ニ
ア
湾

バ
ルト海

大

西

洋
黒　　海

地

中 海

ド
ン
川

ドニ
エ
プ
ル川

エ
ル
ベ
川

ドナウ川

ノルウェー海

ビ　ザ　ン　ツ　帝　国

キエフ公国

ノヴゴロド国

ノルマンディー
公国

後ウマイヤ朝

イングランド
（アングロランド）

デンマーク王国

ノルウェー王国

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

シチリア
王国

西フランク
　王国

東フランク
　王国

イタリア王国

911年

1130年

9世紀後半

862年ごろ

アイスランド

アッバース朝

フェロー諸島

シェトランド諸島

サルデーニャ島

ユーラン
（ユトランド）半島

ピレネー山脈

カルパティア山脈

スカ
ンデ
ィ

ナヴ
ィア
半
島

グリーンランド
（980年ごろ）
北アメリカへ
（1000年ごろ）

パンノニア

フィン人

スラヴ人

マジャール人

1066年
ヘースティングズの戦い
ノルマンディー公が
イングランドを征服

ルーシ（ルス）の首長
リューリク建国

国際交易路
に位置し繁栄

955年
レヒフェルトの戦い
オットー 1世が
マジャール人を撃退

9世紀前半のヨーロッパ
赤字　9世紀後半以降の
　　　各国の成立年

ノルマン人の原住地

ノルマン人の経路
マジャール人の経路
イスラームの経路
スラヴの拡大ノルマン人の侵入地

カヌート（クヌート）の領土

8～9世紀

6～7世紀

A0 500km 原住地
スカンディナヴィア半島
ユーラン（ユトランド）
　　　　　　      半島

ノルウェー王国
スウェーデン王国
デンマーク王国

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

北
ア
メ
リ
カ

イングランド 北フランス
ノルマンディー公国

北西ロシア
ノヴゴロド国デーン朝

ノルマン朝 南イタリア
シチリア王国

キエフ公国

1016年
カヌート（クヌート）

1066年
ノルマンディー公
ウィリアム
（ウィリアム１世）

911年ロロ

オレーグ 9C後半

ルッジェーロ2世 1130年
（位1130～54）

リューリク 862年ごろ

スラヴ化

スウェーデン系
ルーシ（ルス）デンマーク系

ノ
ル
ウ
ェ
ー
系

10
〜
11
世
紀

ケルト人（  　　　）の移住　前5世紀

829　イングランド王国 成立　・ウェセックス王エグバートによる統一

アングロ＝サクソン人の侵入　449～
449　七王国（ヘプターキー）時代始まる

ノーサンブリア・エセックス・東アングリア・ケント・マーシア・
ウェセックス・サセックス

ローマ人の支配
前55， 前54 カエサル（　　　）のブリタニア侵入
後43 属州ブリタニア成立（クラウディウス帝）

1042　再びウェセックス王家がイングランド王に

1016 デーン人カヌート（クヌート）が
 イングランド王に

ノルマン人（デーン人）の侵入エグバートの孫 アルフレッド大王
（位871～899）がノルマン人
（デーン人）を撃退

1066　ハロルド即位 ノルマン=コンクェスト （ノルマンの征服）  1066
ノルマンディー公ウィリアム,イングランド征服
（ヘースティングズの戦いで勝利）

ノルマン朝 1066～1154

デーン朝

p.136

p.73

ノルマン朝はフランスからの征服王朝であるため，百年戦争（ p.149）のときまでイングランド王室ではフランス語が話されていた。現在も語源がフランス語に由来する英語は多い。今日とのつながり

1本のマスト

①ヴァイキング（ノルマン人）の船
　船はカシ材やマツ材でつくられ
た。全長は20〜30mあり，約60
〜80人が乗船できた。〈オスロ，ヴァ
イキング船博物館蔵〉

　　図①の船の構造と彼らの活動範囲との関係について
考えてみよう。また図②で，ノルマン騎兵はどこの国に
侵入しただろうか。

よ み

と き
〔断面図〕
水深が１ｍ余りもあれば航行できた
ため，内陸の河川もさかのぼること
ができた。

竜骨

第2次民族移動（ノルマン・マジャール・スラヴ）１ ノルマン人の侵入２

イングランドの形成３

③ノルマン遠征軍に支
払われた財産  ノルマン人
は交易活動や略奪によって
財貨を入手した。彼らは銀
を通貨とし，重量で価値を
決めた。

②バイユー＝タペストリー  ヘースティングズの戦い
など，ノルマンディー公ウィリアムによるノルマン＝コ
ンクェスト（1066年）のようすは，北フランスのバイユ
ーに残る刺

し
繍
しゅう

画にあざやかに描かれている。長さ70ｍ，
幅50cmの亜

あ
麻
ま

地の絵巻は当時のノルマン騎兵の風俗や
軍団の細部を今日に伝える貴重な資料となっている。

ノルマン騎兵

アングロ＝サクソン歩兵

世界全図p.24〜25

p.150

２p.138 １  , p.145
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ヴァイキング p.136
　ゲルマン系のノルマン＊人。各地を
略奪する一方で商業活動をさかんに行い，「中世の商業復活」（ p.146）

のきっかけとなった。また略奪により王権が弱体化し，封建社会を招来した。

テーマ

　ウラル山脈南西部を原住地とする遊牧民のマジャール人は，
6世紀以降西進し，9世紀末にはハンガリー平原に移住，ここ
から各地へ侵入した。10世紀後半，レヒフェルトの戦いで東
フランク王オットーに敗れ，アヴァール人らとハンガリー王国
を形成した。現在もハンガリー人はマジャール人と自称してい
る。

アジア系のマジャール人

④町を襲うマジャール軍

＊ 北方の人を意味する。

140

やってきたヴァイキングヒストリー
シアター

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

〜囲まれる西ヨーロッパ世界外民族の侵入

p.127 3 B

黒海
　沿岸 イラン高原カザフ草原

南ロシア
（草原地帯） 西トルキスタン 東トルキスタン モンゴル高原

中 国世紀
アルタイ系 漢人系 イラン系ツングース（女真）系

じょしん

4
3
2

2
3
4
5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17

16

18

19

前１
後１

秦

漢

北
魏

ほ
く  

ぎ

唐

北
宋

南
宋

金

遼
りょう

西
夏

ナイマン

元

明
オイラト

モンゴル帝国

チャガタイ=ハン国イル=ハン国
（オゴタイ=ハン国）キプチャク=ハン国

ヴ
ォ
ル
ガ
=ブ
ル
ガ
ル

ハ
ザ
ー
ル

フン

アヴァール

スキタイスキタイ文化

ウ
マ
イ
ヤ
朝

キエフ
 公国

ク
リ
ム
=ハ
ン
国

ヒ
ヴ
ァ
=ハ
ン
国

ブ
ハ
ラ
=ハ
ン
国

（ムガル） カ
シ
ュ
ガ
ル

　

 

=ハ
ン
国

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン

　

 

　=ハン
国

ジュンガル

清

チャハル

ロシア帝国

（
モ
ン
ゴ
ル
に
服
属
）

（分裂）

バクトリア
大月氏
クシャーナ朝

エフタル

月　氏

（西域諸国）高
車

アッバース朝

カラ=ハン朝

西
ウ
イ
グ
ル

カラ=キタイ（西遼）

キルギス

ウイグル

552

156 モンゴル高原統一
439 華北統一

トルコ系遊牧民
初めソグド文字，
のち突厥文字

トルコ系，マニ教信仰
ソグド人重用
安史の乱で唐を援助

北魏と対立

744

840
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ケルト人（  　　　）の移住　前5世紀

829　イングランド王国 成立　・ウェセックス王エグバートによる統一

アングロ＝サクソン人の侵入　449～
449　七王国（ヘプターキー）時代始まる

ノーサンブリア・エセックス・東アングリア・ケント・マーシア・
ウェセックス・サセックス

ローマ人の支配
前55， 前54 カエサル（　　　）のブリタニア侵入
後43 属州ブリタニア成立（クラウディウス帝）

1042　再びウェセックス王家がイングランド王に

1016 デーン人カヌート（クヌート）が
 イングランド王に

ノルマン人（デーン人）の侵入エグバートの孫 アルフレッド大王
（位871～899）がノルマン人
（デーン人）を撃退

1066　ハロルド即位 ノルマン=コンクェスト （ノルマンの征服）  1066
ノルマンディー公ウィリアム,イングランド征服
（ヘースティングズの戦いで勝利）

ノルマン朝 1066～1154

デーン朝

p.136

p.73

ノルマン朝はフランスからの征服王朝であるため，百年戦争（ p.149）のときまでイングランド王室ではフランス語が話されていた。現在も語源がフランス語に由来する英語は多い。今日とのつながり

1本のマスト

①ヴァイキング（ノルマン人）の船
　船はカシ材やマツ材でつくられ
た。全長は20〜30mあり，約60
〜80人が乗船できた。〈オスロ，ヴァ
イキング船博物館蔵〉

　　図①の船の構造と彼らの活動範囲との関係について
考えてみよう。また図②で，ノルマン騎兵はどこの国に
侵入しただろうか。

よ み

と き
〔断面図〕
水深が１ｍ余りもあれば航行できた
ため，内陸の河川もさかのぼること
ができた。

竜骨

第2次民族移動（ノルマン・マジャール・スラヴ）１ ノルマン人の侵入２

イングランドの形成３

③ノルマン遠征軍に支
払われた財産  ノルマン人
は交易活動や略奪によって
財貨を入手した。彼らは銀
を通貨とし，重量で価値を
決めた。

②バイユー＝タペストリー  ヘースティングズの戦い
など，ノルマンディー公ウィリアムによるノルマン＝コ
ンクェスト（1066年）のようすは，北フランスのバイユ
ーに残る刺

し
繍
しゅう

画にあざやかに描かれている。長さ70ｍ，
幅50cmの亜

あ
麻
ま

地の絵巻は当時のノルマン騎兵の風俗や
軍団の細部を今日に伝える貴重な資料となっている。

ノルマン騎兵

アングロ＝サクソン歩兵

世界全図p.24〜25
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ヴァイキング p.136
　ゲルマン系のノルマン＊人。各地を
略奪する一方で商業活動をさかんに行い，「中世の商業復活」（ p.146）

のきっかけとなった。また略奪により王権が弱体化し，封建社会を招来した。

テーマ

　ウラル山脈南西部を原住地とする遊牧民のマジャール人は，
6世紀以降西進し，9世紀末にはハンガリー平原に移住，ここ
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＊ 北方の人を意味する。
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略奪する一方で商業活動をさかんに行い，「中世の商業復活」（ p.146）

のきっかけとなった。また略奪により王権が弱体化し，封建社会を招来した。

テーマ

　ウラル山脈南西部を原住地とする遊牧民のマジャール人は，
6世紀以降西進し，9世紀末にはハンガリー平原に移住，ここ
から各地へ侵入した。10世紀後半，レヒフェルトの戦いで東
フランク王オットーに敗れ，アヴァール人らとハンガリー王国
を形成した。現在もハンガリー人はマジャール人と自称してい
る。

アジア系のマジャール人

④町を襲うマジャール軍

＊ 北方の人を意味する。
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p.136

p.73

ノルマン朝はフランスからの征服王朝であるため，百年戦争（ p.149）のときまでイングランド王室ではフランス語が話されていた。現在も語源がフランス語に由来する英語は多い。今日とのつながり

1本のマスト

①ヴァイキング（ノルマン人）の船
　船はカシ材やマツ材でつくられ
た。全長は20〜30mあり，約60
〜80人が乗船できた。〈オスロ，ヴァ
イキング船博物館蔵〉

　　図①の船の構造と彼らの活動範囲との関係について
考えてみよう。また図②で，ノルマン騎兵はどこの国に
侵入しただろうか。

よ み

と き
〔断面図〕
水深が１ｍ余りもあれば航行できた
ため，内陸の河川もさかのぼること
ができた。

竜骨

第2次民族移動（ノルマン・マジャール・スラヴ）１ ノルマン人の侵入２

イングランドの形成３

③ノルマン遠征軍に支
払われた財産  ノルマン人
は交易活動や略奪によって
財貨を入手した。彼らは銀
を通貨とし，重量で価値を
決めた。

②バイユー＝タペストリー  ヘースティングズの戦い
など，ノルマンディー公ウィリアムによるノルマン＝コ
ンクェスト（1066年）のようすは，北フランスのバイユ
ーに残る刺

し
繍
しゅう

画にあざやかに描かれている。長さ70ｍ，
幅50cmの亜

あ
麻
ま

地の絵巻は当時のノルマン騎兵の風俗や
軍団の細部を今日に伝える貴重な資料となっている。

ノルマン騎兵

アングロ＝サクソン歩兵

世界全図p.24〜25
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ヴァイキング p.136
　ゲルマン系のノルマン＊人。各地を
略奪する一方で商業活動をさかんに行い，「中世の商業復活」（ p.146）

のきっかけとなった。また略奪により王権が弱体化し，封建社会を招来した。

テーマ

　ウラル山脈南西部を原住地とする遊牧民のマジャール人は，
6世紀以降西進し，9世紀末にはハンガリー平原に移住，ここ
から各地へ侵入した。10世紀後半，レヒフェルトの戦いで東
フランク王オットーに敗れ，アヴァール人らとハンガリー王国
を形成した。現在もハンガリー人はマジャール人と自称してい
る。

アジア系のマジャール人

④町を襲うマジャール軍

＊ 北方の人を意味する。
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鐙

8 北海道大学 入試問題

▼〜ノルマン人に関する論述を例に〜

……ウマイヤ朝では，被征服地の人々は税金を払うことで保護されたが，イスラームに改宗しても支配層のア
ラブ人ムスリムより劣った地位に置かれた。続くアッバース朝では，⑷税制の改革により，民族によらずムス
リム間の平等が図られ，イスラームへの改宗者が増加した。アッバース朝の新都バグダードは，⑸イスラーム
世界の経済や文化の中心地として繁栄した。
　中世ヨーロッパでは，⑹６世紀に制定された戒律（会則）に従う修道院が数多く建てられ，ローマ = カト
リック教会は勢力を拡大した。８～11世紀頃，⑺スラヴ人やノルマン人（ヴァイキング），マジャール人らが
様々な土地を移動したが，彼らはキリスト教を受け入れ定着していった。教皇インノケンティウス3世（在位
1198～1216年）の時に，教皇権は絶頂期を迎えたと言われる。その頃成立したフランチェスコ修道会は，13
世紀中にアジアまで布教に訪れている。
　⑻イエズス会士が日本にキリスト教を伝えたのは，ようやく16世紀になってからである。南蛮船によって鉄
砲がもたらされるなど，ヨーロッパとの接触は日本を大きく変化させた。しかしながら，いわゆる「鎖国」政
策により，日本ではキリスト教が禁制となる一方で，アジアとアメリカのスペイン支配下の地域ではキリスト
教が広まり，⑼太平洋をはさんだ貿易が行われた。

　下線部⑺について，アノルマン人の一派が現在の南イタリアに移動して建国した国の名前を答えなさい。ま
たイ図Ｃはノルマン人のイングランド征服を描いた「バイユー刺繍画」（「バイユー = タペストリ」とも呼ばれ
る）である。ここでは海を越えて上陸する場面を，左から右へと展開するように描いている。そこに表される
ノルマン人の高度な水・陸の技術について説明しなさい。

▼【2025年北海道大学入試問題　第１問　問７】改

　この問題では、ノルマン人が建国した国と、「バイユー = タペストリー」に表されるノルマン人の水・陸の
技術について問われました。この問題イのポイントとしては、

⿠水の技術：細長く底が浅いヴァイキング船で、河川をさかのぼることができた
⿠陸の技術：馬を輸送し、陸では騎兵として戦った

ということが挙げられます。

　『タペストリー』p.140の「ヒストリーシアター」（①）では、ヴァイキング（ノルマン人）の船の写真や
断面図、「バイユー = タペストリー」を掲載し、それらの読み解きを促すコーナーを設けています。そのた
め、ノルマン人の船が全長20〜30ｍあり、約60～80人が乗船できたこと、水深が１ｍあまりもあれば航行
できたため、内陸の河川もさかのぼることができたこと、上陸後は鐙などの馬具を用いて騎兵として戦って
いたことがわかります（p.94①「馬具の発明」（②）も参照）。
　また、「第２次民族移動（ノルマン・マジャール・スラヴ）」（③）では、ノルマン人の経路を確認すること
ができ、ノルマン人の航海が広範囲にわたったことがわかるため、この論述の枠組みを作ることができます。

　上記①②③に加えて、「ノルマン人の侵入」（④）も合わせて確認することで、ノルマン人が、原住地であ
るスカンディナヴィア半島とユーラン（ユトランド）半島から海を渡って南イタリアにまで侵入し、シチリ
ア王国を建国したことがわかるため、アについても解答することができます。

論述のポイント

◀『タペストリー二十四訂版』p.94
　 （十二訂版より鐙についても掲載）

▼『タペストリー二十四訂版』p.140
　 （発刊時より掲載）

▼『タペストリー二十四訂版』p.140（発刊時より掲載）

▼『タペストリー二十四訂版』p.140
　 （発刊時より掲載）

①

②

③ ④
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